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序

太宰府市の大字向佐野、大佐野地区では土地区画整理事業に伴う発

掘調査が昭和62年来よりおこなわれており、今回の報告はその一連の

調査の中で大字大佐野字フケでおこなわれたものを収録したものです。

本報告が弥生時代から古墳時代にかけての地域相研究の一助として、

また広く文化遺産の保存と啓発に活用していただければ幸いに存じま

す。

調査及び整理に参加されました作業員の皆様、調査にご理解ご協力

いただきました地権者をはじめとする区画整理事業に係わられた皆様

に対し厚く御礼申し上げます。

太宰府市教育委員会

教育長長野治己



例日

し 本書は昭和63年度から平成3年度までに太宰府市教育委員会が調査した佐野地区遺跡群内

での区画整理事業に伴う発掘調査に関係する調査の成果をまとめたものである D

2. 本書に掲載した調査は、第1次(昭和63年度)、第2次、第3次(平成3年度)、第4次(平成5

年度)の4地点の緊急調査である。

3. 本書に掲載した発掘調査の原因、期間、面積、担当者などは各調査の報告部分に記載して

いる o

4. 遺構の実測は各調査担当者がおこなった。写真撮影は狭川真一・城戸康利・山村信条が、

調査区全景の空中写真は(有)空中写真企画がおこなった。

また遺構全体図は、写真測量による作図をアジア航測株式会社に委託した。

5. 遺構の実測には国土調査法第11座標系を利用した。したがって本書に示される方位は特に

注記のない限りG.N.(座標北)を示しているo

6. 遺物の実測は山村の他、森田レイ子、山本麻里子、酒井美保子、鶴味加代子、白水文恵、

松隈里恵子、相川寿美子、上村英士、塩地潤ーがおこない調査担当者が検査の上必要部分を補

足した。また遺物写真撮影は山村がおこなった。

7. 図版の浄書は主として実測者と狭川、中島恒次郎、宮崎亮一、谷由紀子が分担しておこな

った。

8. 本書の執筆は山村と狭川が、編集は上村、谷の協力のもと山村がおこなった。

9. 本書に使用した図、写真、遺物については一括して太宰府市教育委員会が太宰府市文化ふ

れあい館で収蔵、管理しているo

10. 調査報告の手法については既刊の報告を参照されたい。

〈用語表現凡例〉 ユピオサエ
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太宰府市弥生時代遺跡一覧

前期 中期 後期 古積

夜臼 板付 l 仮付2古 板付2新 須玖 1 須玖2 前 中 fま 前期

1 前回遺跡(住居) + O • O O O O • O 前回遺跡(墳墓) O 
2原口遺跡(住居) • 3 鍵川遺跡(集落) + O • O 低湿地4 尾崎遺跡(住居) + • O 5 殿擁戸遺跡(墳墓) O + 小児蔓格

6 17ケ遺跡(集落) + + O • 掘立往建物7 宮ノ本遺跡(噴墓) • 獣帯鋭、珠文銀s成屋形遺跡(住居) O 
9 衣掛(墳墓) + + O + + + + 聾倍、石箱墓?
10千足町遺跡(集落) O • 11.松本遺跡(住居) C • O 土績
松本遺跡(境基) O + + 小児受箱、石藍土境基

13来木(墳墓?) O + + + + + + 石給基?
14蔵司(散布地) O O O O + O + 
15政庁(集落) O O 
16観世音寺周辺 + + + + O 
17般若寺跡(集落) O 貯蔵穴

18吉ヶ滞遺跡(集落) O O 

一吉ヶ補遺跡(領事) • • 費干官、木棺

第l図 太宰府市周辺の弥生時代遺跡(1/40，000) 



第2図 調査地周辺の既調査地(1/2，000) 
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フケ遺跡第l次調査遺構番号台帳(1)

S-喬号 遺構喬号 種別 古ー新 地区 S-昏号 遺構脅号 個別 古一新 地区

IS~∞l ピット N7 61 ピット K9 

2 ピット群 N8 62 ピツト

3 ピット群 08 ω ピツト Kl1 

4 ピット 64 ピット Kll 

5 ピット N8 65 ISB230a ピット It3 

6 ピット N9 66 ピット KI1 

7 ピット M9 67 ピット K11 

8 土峨 L10 館 ピット醇 K11 

9 ピット N9 ω ピツト K11 

10 ISKOIO ピット L12 70 ISB225b ピット Jl3 

11 ピット酵 M9 71 ピット群 112 

12 ピット僻 MIO 72 ピツト 112 

13 ピット NIO 73 ピット It2 

14 ピット L11 74 ピット醇 112 

15 ISB220f ピット LlO 75 ISB230c ピット 115 

16 ピット LlO 76 ピvト官事 It2 

17 ピット群 N9 77 ピット僻 It3 

18 ピット 柱痕あり K9 7事 ピット醇 114 

19 ピット 柱痕あり L9 79 ピット群 115 

苫】 ISB225. ピット K13 80 ISB215<1 ピット {姻り方はISB225cと共有) It4 

21 ピット 住痕あり L11 81 ピット 114 

22 ピット L11 日2 ピット醇 }14 

23 ピット醇 Ll1 83 ピツト It4 

24 ピット 住痕あり Ll2 84 ピツート醇 K13 

25 ISB220e ピット L11 85 ISB225f ピット K13 

26 ピット癖 MIO 86 ISD偲6 1111 N7 

27 ピット 住艇あり L9 87 ピット醇 M6 

28 ピット M10 且8 ピツト L7 

29 ピット僻 M11 89 土坑7

30 ISB220a ピット 3G-8 LlO 切 ISB21Sf ピット K13 

31 ピット 住痕あり Ll1 91 溜まり? K10 

32 ピット 位僚あり K12 92 ISB220b ピット K10 

33 ピツト 位償あり K12 93 ISX112 ピット K10 

34 ピット 柱痕あり L9 94 ISB220c ピット KIO 

35 ISB245d ピyト KI1 95 ISB21Se ピット It3 

36 IS以136 構 M7 96 ISDI20 溜まり It4 

37 ピット 住痕あり M7 97 ISD120 溜まり弧抗 It3 

38 ピット醇 M7 98 ピット ~ 

39 ピット群 L7 99 ピット醇 KIO 

40 ISB22ω ピット K11 l∞ ピット 112 

41 ピット露 L7 101 ピット群 K10 

42 ピット群 KI2 102 ピット醇 L8 

43 ピット酵 KI2 103 ピット醇 L8 

44 ピツト KI2 l【同 ISB240d ピット L8 

45 ピット KI1 l【渇 ISX10S 環状満 K7 

46 ピット 46-・判 KI2 1(あ ピツト 5-1 L9 

47 ピット KI1 l口7 ISB235. ピツト L9 

48 ピット 45-10 L12 108 ISB220 ピット KIO 

49 ピット LI1 lω ISB245 ピット K10 

鈎 ISB24Se ピット KI1 110 ISDIIO 鴻 K-M5 

51 ピット S-49の柱痕か? Ll1 111 ISB2却 ピット K10 

52 ピット醇 柱僚あり K10 112 ピット K10 

53 ピット 54-53 K10 113 ピット騨 ItO 

54 ISB235<1 ピット醇 54-53 KIO I 114 ISB23Se ピット JIO 

55 ピット KI1 115 ISB225d ピツト JIO 

56 ピット K9 116 ピット群 ItO 

57 ピット群 M8 117 ピット酵 110 

58 ピット醇 L8 118 ピット醇 110 

59 ピット群 M6 119 ピット 111 

印 ISB215. ピツト KI3 120 ISD120 1111 12かー130

121 ピット 111 

L乙 ピット J12 

ー3-



フケ遺跡第1次調査遺構番号台帳(2)

s-lIt号 溜構自骨号 個別 古『新 地区 5-番号 遺構脅号 個別 古一新 地区

123 ピット 1I2 197 ピット JI2 

124 ピット HI4 198 ピット 112 

125 ISB23加 ピット KI4 199 ピット IJI 

126 土楓 1I4 2∞ Ism∞洞 ラインG

127 ISD∞I 土楓? 1I4 201 ピット JI~ 

128 ISB230b ピット 日4 202 ISX202 ピット 112 

129 ピツト IJI 200 土坑 J6 

130 ISDI30 1l1li l主〉ー・130 17イン 2ω ISB240c ピット 16 

131 ISDI31 1l1li 133-131 14 205 ISD205 溝 L6 

132 ISDI32 漕 132-133 4予イ) 206 ピット酔 J6 

133 満 5うイン 207 士坑 L5 

134 ISDI34 糟 14 2C晒 落ち M5 

135 ISKI35 上細 L5 2ω 鴻 M5 

136 ピット 1.4 210 ピット 111 

137 ピット 13 211 ピット HII 

138 ピット J3 212 ISXI12 ピット JI4 

139 ピット 14 213 ピット HI2 

141 ピット K5 214 ピット H15 

142 ピット砕 13 215 偲立住鐙物 KI4 

143 ピット 14 216 ピット 問

144 ピット 217 ISK217 土坑 1'14 

146 ピット欝 K5 218 ISK218 土坑 FI3 

147 ピット M5 219 溝? 14 

148 ピット醇 K5 220 銅立柱建物 KIO 

149 ピット K5 221 ピット 06 

151 ピット騨 L6 222 ピット N8 

152 ISB240a ピット醇 L6 223 ピット M7 

153 ピット静 K6 I 224 ピツト L6 

154 ピット K9 j 225 樹立柱建物 KI3 

日路 ピット欝 19 226 ピット醇 K6 

157 ピット醇 19 230 錨立柱建物 lJ4 

158 ピット醇 19 235 鋸立住建物 19 

159 ピット 19 240 掴立柱建物 K6 

161 ピット醇 L8 245 樋立柱建物 KII 

162 ISB23Sb ピット酵 19 301 ISB215b ピット JI2 

163 ピット隣 18 302 ピット JI2 

164 ピット鉾 18 300 ISB245a ピット KIO 

I(活 ピット酔 18 304 ISB245b ピット JII 

167 ピット醇 18 3日5 ピツト

If温 ピット僻 17 306 ピット欝

169 ピット醇 18 307 ピット JII 

171 ピット醇 19 3l1! ピット

172 ピット醇 HIO 3ω ピット 3ω-80 JI4 

173 ピット群 19 310 ピット KI3 

174 ピット僻 KIO 311 ピット 311ーの KI2 

176 ピット 1I0 312 ピット 312-55-50 KII 

177 ピット 013 

17冒 ピット GI3 

179 ピット欝 GI4 

181 ピット癖 H12 

182 ピット醇 HI2 

183 ピット鮮 H12 

184 ピット HI3 

186 ピット欝 H13 

187 ピット醇 HI4 

188 ピット幹 H13 

189 ピット酵 HI3 

191 ピット酵 HII 

192 ピvト JII 

193 ISDI20 ピット Jll 

194 ISDI20 ピット JII 

196 ピット群 JII 

-4-
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(1) フケ遺跡第1次調査

調査地は、太宰府市大字大佐野字フケ109-1、109-4に所在する O 調査は平成元(1989)年1月

17日から2月23日まで実施した。調査対象面積は800m
2
で、調査は狭川真一、城戸康利、}山村信

条が担当した。

l.遺構検出状況

調査区は大佐野川に沿った東西に延びる自然堤防上にあり、高位の北側では山側(西側)か

ら供給された花両岩風化土に由来する粘土質と砂質の堆積地盤からなり、南側は低くなりなが

ら漸次砂地盤に移行している。遺構の検出環境は表土である灰色の旧耕作土(灰色土)下の遺

物包含層(黒褐土)を除去した時点で大半の遺構プランは認識された。

2.遺構

遺構は調査区の南側にある西から東に流れるlSD200に沿って東西に帯状に集中し、北側は多

少希薄である D 自然堤防の背の中央の高位部が帯状に利用されていると解される o 掘立柱建物、

土坑、溝のほか多くのピット群が検出された。以下遺構の性格別に報告する。

掘立柱建物

ISB215 (第5図、 Pla.4.5.8)東西2間 (4.2m)、南北l間 (3.8m)の掘立柱建物である o 柱問は

東西列が2.1m. 2.1mで、南北列は3.8mで、ある o 土層観察で、は柱穴c ，d~こは柱痕跡が、 a~こは柱材

が残されていた。 b.fは柱が抜き取られたと考えられる o 建物の規模はその一部が調査区域外に

延びているがlSB220のプランからこの規模で完結するものと思われる o 柱掘り方は概ね方形に

近い円形で、直径は 0.8m程度で、ある D 深さは遺構面から0.6~0.8mで、掘り方底部の標高にも

ばらつきがある o 建物の主軸方向の振れはN-90
0

48' -wである O

ISB220 (第5図、 Pla.5.6)東西2間 (3.5m)、南北l間 (4.0m)の掘立柱建物である O 柱聞は東

西列が1.5m. 1.5mで、ある。土層観察で、は柱穴a.fには柱痕跡が残されていた。柱掘り方は概ね方

形に近い円形で、直径は0.8m程度で、ある。深さは遺構面から0.2~0.6mで、掘り方底部の標高

にもばらつきがある o 建物の主軸方向の振れはN_79
0

48' -Wである O

ISB225 (第6図、 Pla.6)東西2間 (4.6m)、南北l問 (4.0m)の掘立柱建物である o 柱問は東

西列が2.3m. 2.3mで、ある D 柱掘り方は概ね円形で、直径は0.8m程度で、ある o 深さは遺構面から

0.4 ~0.6mで、ある o 建物の振れは、東南辺の方向から、 N・33
0

7' ーEである o

lSB230 (第6図、 Pla.6.7.8)東西1問 (2.5m)以上、南北l問 (4.5m)の掘立柱建物である o

柱掘り方は概ね円形で、直径は0.8m程度で、ある o 土層観察で、は柱穴dこは柱痕跡が残されてい

た。深さはおおむね遺構検出面から0.6mで、ある o 建物の振れは、東南辺の方向から、 N_33
0
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19' ーEである o

ISB235 (第7図)東西

l間 (3.5m)、南北1問

(3.3m) の掘立柱建物で

ある o柱掘り方は概ね楕

円形で、直径はO.4m程

度で、深さは概ね遺構検

出面から 0.3mである o

建物の振れは、東辺の方

向から、 N_11
0

19' -Eで

ある o

1 SB240 (第7図)東西

1間 (3.3m)、南北l間

(3.8m) の掘立柱建物で

ある O 柱掘り方は概ね楕

円形で、直径はO.4m程

度で、深さは遺構検出面

から0.2mである o 建物

の振れは、東辺の方向か

ら、 N_40
0

22' -wであー

るO

1SB245 (第8図、 Pla.7)

東西l間 (2.8m)、南北l

間 (2.3m) の掘立柱建

物である。柱掘り方は概

ね楕円形で、直径は

O.4m程度で、深さは遺

構検出面から0.1~0.6m 

である O 建物の振れは、

東辺の方向から、 N・

26
0 

34' -Eである。

出土遺物は一部に須恵

器が混入するものの古墳

時代初頭の時期を示す。
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第11図 フケ遺跡第1次調査掘立柱建物出土遺物実測図(3)(1/4. 1/2)46~53 

円形周溝状遺構

ISX105 (第8図、 Pla.9)調査区の東側で検出した。 溝が円形に回る遺構で、平面形は方形に

近い円形を呈す。 溝の外側は長辺2.8m、短辺2.2m。内側は長辺2.0m、短辺l.4m、溝の深さは

O.lmを測る。長辺が正方位に沿うような形で溝が穿たれている。溝上や内側に小さなピットが

あるが、埋土の土色の違いや切り合い関係から時期的には異なる時代のものと思われる o この

ような遺構の性格については集落内の祭杷に関わる遺構との意見がある。(片岡宏二 rr周溝状
遺構」の検討J福岡考古 第 14~17号)

土坑

ISKOOl (第15図、 Pla.l0) 調査区の東側で検出した。平市形は方形に近い円形を呈す。南

北O.8m、東西O.75m、深さ約O.15mを測る o 遺構の上面は後世の耕作で削平され旧状を保って

いないが、破砕した土器を廃棄した遺構と恩われる D

lSKOI0 (第16図、 Pla.l1) 調査区の中央北よりで検出した。平面形は方形に近い楕円形を

呈す。断面形は中央に深い播り鉢状を呈す。南北2.0m、東西1.9m、深さ約O.6mを測る O 土層

観察から穴を穿ってしばらくの問、砂や粘土が供給された後に花両岩礁や炭とともに破砕した

土器が廃棄され、黒色の腐植土が漸次遺構を覆ったものと考えられる。出土した土器はいわゆ

ー13-
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る畿内系の古相の布留式土器で

占められている。

ISK135 (第 17図、 Pla.12)

調査区の東側で検出した。平面

形は円形を呈す。断面形は中央

に深い揺り鉢状を呈し底はやや

平坦である O 南北0.95m、東西

1.2m、j采さ約0.5mを測る O

1SD205，110に切られる。埋土中

には多くの土器片が含まれてい

たが、特に中央付近には畿内系

の完形の査 (v様式系)と費

(布留式系)と杯部と裾が壊さ

れた高杯が出土している o 底は

地盤の粘土層を貫き砂層に達し

ており、水貯め機能があった可

能性も想定される O

ISK217 (第18図) 調査区

の西南側の1SD200の埋土下で

検出した。平面形は楕円形を呈

す。南北1.1m、東西1.3m、深

さ約0.6mを測る o 1SK218とと

もに雛川遺跡 1次1SK050と同

様に湿気を利用した堅呆類の貯

蔵穴であった可能性が高い(雛

川遺跡「太宰府・佐野地区遺跡

県色炭層 群vIj1996太宰府市教育委員
2.時l天茶色粘質土
(寅粘ブロック含む) 会 1
暗黄砂質土 J.->. 10  

422322土 1 SK218 (第18図) 調査区

第16図 ISKOlO実測図(1/20)

ーl7-

の西南側の1SD200の埋土下の

1SK217西側で検出した。平面形

は楕円形を呈す。南北0.8m以上、

東西1.55m、深さ約0.5mを測る o

埋土中で堅果類(イチイガシか)



lSK135 

ミさ9

し一一

34.00m 

。 1 m 

第17図 lSKI35実測図(1/20)
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第18図 ISK217・218実測図(1/40)

1m 

性も考えられる o溝の深さは深いところで、0.2mほどであるO

ISD130 (第28図) 調査区の西側で検出した東西方向の溝で、 ISD200に切られる。 lSD120

との前後関係は土色などの関係でも今一つ明確にできなかった。 溝の深さは深いところで、0.2m

ほどである。

ISD131 (第28図) 調査区の東側で検出した東西方向の溝で、 ISD133.132を切る新しい遺

構である。溝の深さは深いところで、O.lmほどであるo

ISD132 (第28図)調査区の東側で検出した南北方向の溝で、 ISD133，131に切られる。溝の

j菜さは深いところでO.lmほどである O

ISD133 (第28図)調査区の東側で検出した南北方向の溝で、 ISD131に切られる o 溝の深さ

は深いところでO.lmほどである o
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第24図 フケ遺跡第l次調査土墳出土遺物実測図(6)(1/4)169-185
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第25図 フケ遺跡第 l次調査土墳出土遺物実測図(7)(l/2)186~195 

-26・

189 

190 



lSK135 

lSK217 

r 
205 

lSK218 

206 

208 

m
 
c
 

n
U
S
E
-

- 209 

第26図 フケ遺跡第 1次調査土墳出土遺物実測図(8)(1/2 ・ 1/4)196~209
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第31図 フケ遺跡第 l次調査溝出土遺物実測図(3)(1 /4 ・ 1/2)248~266



lSD134 (第28図)調査区の東側で検出した南北方向の溝で、 lSD132に切られる O 溝の深さ

は深いところでO.lmほどである。

lSD200 (第28図)調査区の南側で検出した東西方向の溝で、黒褐色の腐植土で覆われて埋

没している。 溝の深さは深いところで、O.lmほどである o その方向性から雛川遺跡 l次ISXOOl

に連なる可能性が高い(第2図参照)。土層観察の所見から土坑lSK217，218はこの溝の埋没とと

もに埋まっていると理解されるo

その他の遺構(第28図、 Pla.9)

調査区内には今回提示した掘立柱建物の復元案で使用しなかった、それら柱穴と同規模のピ

ットが複数存在する。それらの遺構の土層観察図を提示しておく o

3.遺物

詳細については本文末の観察表を参照のこと o
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第32図 フケ遺跡第1次調査溝出土遺物実測図(4)(1/2)267-277
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第34図 フケ遺跡第l次調査溝出土遺物実測図(6)(1/4 ・ 1/2)296~313
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第35図 フケ遺跡第 1次調査溝出土遺物実測図(7)(1/2 ・ 1/4)314~325
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第36図 フケ遺跡第l次調査溝出土遺物実測図(8)(1 /2)326 ~ 328 
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第37図 フケ遺跡第l次調査講出土遺物実測図(9)(1/4・1/2)329----349
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第38図 フケ遺跡第1次調査溝出土遺物実測図(10)(1 /2 ・ 1/4)350~359
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第39図 フケ遺跡第1次調査溝出土遺物実測図(ll)(1/4・1/2)360-377
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第40図 フケ遺跡、第1次調査溝出土遺物実測図(12)(1β ・1/4)378

フケ遺跡第l次調査不明遺構出土遺物実測図(1/4・1/2)379----385
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第41図 フケ遺跡第1次調査各土層出土遺物実測図(1)(1/4)386~402
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第42図 フケ遺跡第 l次調査各土層出土遺物実測図(2)(1/2)403~411
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第43図 フケ遺跡第1次調査各土層出土遺物実測図(3)(l/2)412~418
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第45図 フケ遺跡第l次調査各土層出土遺物実測図(5)(1/2)437・438
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第46図 フケ遺跡、第 i次調査各土層出土遺物実測図(6)(1 /2)439~441
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第48図 フケ遺跡第1次調査その他の遺構出土遺物実測図(2)(1/2)462~469 
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第49図 フケ遺跡第1次調査その他の遺構出土遺物実測図(3)(l/2)470~488
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第50図 フケ遺跡、第1次調査その他の遺構出土遺物実測図(4)(1/2)489----507 
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第51図 フケ遺跡、第l次調査その他の遺構出土遺物実測図(5)(1/2)508 ~ 530 
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第52図 フケ遺跡第l次調査その他の遺構出土遺物実測図(6)(1/2)531~ 540 

4.小結

古墳時代初頭の集落相について

フケ遺跡 1次調査地点では各遺構が性格別に特定の場所に連続して形成された状況が想定し

うる o すなわち北西側の大きなピット群=掘立柱建物群であり、東側の南北の溝詳、そして、

南を限る大溝ISD200である o これらの遺構群が形成された時期は遺構埋土の共通した傾向や出

土遺物の状況から弥生後期最終末から古墳時代前期の布留式土器古相段階という短い期間に限

られると考えられる o 1間x1間の建物は住居、 1間X2聞の建物は住居ないし蔵の可能性が

あると考えている o 調査区の北側は遺構全体が多少削平された状況で検出されているので竪穴

式住居の存在の可能性は否定できないが、基本的には竪穴式住居を含まない居住建物群と考え

ている o この住居エリアから東方向には多少の空間を隔てて円形周溝状遺構(祭杷関連遺構と

の指摘もある。)と土坑、溝群が集中するエリアへと移行している D このような集落の状況は

本遺跡と大佐野川を挟んで存在する弥生後期前半から後半の継続集落である前田遺跡(未報告、

存続時期は一部フケ遺跡と重複する)の竪穴式住居を集積するタイプの集落とは系譜が異なる

と考えられる o また、これら集落の北西にひかえる宮ノ本遺跡の前期古墳群は獣帯鏡を副葬品

に持つ12号墳を頂点に布留式新相段階まで営まれる墳墓であり、これらの墳墓造営の契機に新

興の畿内系の土器をふんだんに使用するフケ遺跡の集落の人々が関わっていたと考えられる o

(宮ノ本遺跡「太宰府・佐野地区遺跡群IVJ 1993太宰府市教育委員会山村)
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第53図 フケ遺跡第2次調査遺構略測図(1/400)
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フケ遺跡第2次調査遺構番号台帳

S-脅号 遺構脅号 個別 古一新 地区 S-侵号 遺綱脅号 種別 古『新 地区

2s日:Xl1 大糟 北半郡 67 ピット静 CI7他

z 大構内にお砂る溜まりの地積 北半部 68 ピット群 CI4他

3 (2SD∞II 大糟肉における溜まりの唯積 北半部 ω ピット醇 021他

4 大糟内における潤まりの権償 北半爺 71 滑 021 

5 2S~αJS 思霊 5-1 VI5 72 ピット群 020 

6 大構内における溜まりの推積 ~t半部 73 ピット僻 017 

7 大溝内における溜まりの権担 北半都 74 2SX074 ピット群 013 

s 2Soo圏 構 RI8 76 2SX076 ピット静 D9 

9 2S~α刃 溜まり状遺構 SI8 77 ピット CI3 

10 2SXOIO コ字型溝 竪穴住居の壁滑か? FGI5 78 ピット醇 017 

11 2s日)11 溝 11-12 TI9-R22 79 ピット酵 018 

12 2SXOI2 IIT.穴7 11-12 R21 80 鴻? F5 

13 償乱? Q23 81 ピット群 EW 

14 ピツト SI9 82 ピット酵 EI9 

15 2SK0I5 土坑 G17 83 ピット酵 EI7 

16 2SX0I6 ピット RI9 84 ピット EI3 

17 ピット Q23 86 ピット群 1'5 

18 ピット 1-18 p23 87 晴灰色土層 包含膚 E5 

19 (2SX02Il 井戸状遺綱 RIO H8 ピット群 1'5 

20 相ー 中世以降 H5-G10 89 ピット醇 1'10 

21 2SXCロl 井戸状遺構 RIO 91 ピット群 1'14 

22 土坑 白代 SI3 92 ピット群 FI8 

23 2s以)23 潤 近代 R8-PI4 93 ピット群 G6 

24 (2S日J2S)鴻 調査区反転により仮脅号変更 OI3-L15 94 土坑? 08 

2s 2SDJ2S溝 L15-1I8 95 2SKω5 土坑 H22 

26 2SK026 土抗 あ→21 26-27 RIO 96 ピット醇 G9 

27 2SX027 溜まり状遺構 SIO・11 97 2S~αn ピット醇 011 

28 2SD028鴻 121.22 98 ピット 012 

29 ピット群 J21 99 2SXα:19 ピット僻 H7 

30 土筑? 118 101 2SXIOI ピット群 H9 

31 2s以J31 1111 120 102 ピット 1'11 

32 ピット 103 ピット醇 HI3 

33 2SK033 土t瓦 l6.34-33 U12 l【同 ピット醇 FI6 

34 2S~ω4 ピット 34-喝33 U12 106 ピット欝 018 

35 2s以J35 澗 120 I(活 ピット欝 J8 

36 ピット 3←・33 U12 107 ピット群 1.8 

37 2s以刀7 澗 TU13 108 ピット欝 112 

38 満 7 S-33上面から派生するが前後関係は不明 UI2 lω 却' HI7 

39 2s四万9 構 S13-Q14 111 ピット酵 H21 

41 ピット醇 UII他

42 2s以J42 鴻 Q12-14 

43 2SD043 1l1li SII-QI4 

44 2SDω4 ピット U13 

46 ピット SIO 

47 2SX目的 ピット PIO 

48 不定形土筑 PIO 

49 ピット PIO 

51 ピット醇 PI3他

52 土筑 L12 

53 2SX063 ピット QI3 

54 ピット C4 

56 ピット c5 

57 ピvト c9 

58 ピット醇 CI3他

59 ピット欝 817 

61 2SX061 ピット 近世 CI3 

62 ピット静 C19他

ω ピット欝 CI8他

“ 
ピット CI8 

“ 
ピット欝 CI8他
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(2)第2次調査

l. はじめに

調査地は、太宰府市大字大佐野字フケ106-1、107-1、107・2、1185-2で、 1988年度に実施した

尾崎遺跡第1次調査地の北側隣接地にあたる o 尾崎遺跡の調査で多数の木製品を検出した

ISDOO1とした東西方向の流路の北側に該当し、その折りの調査では流路の北側にも竪穴住居跡

や土坑などを確認しており、今次の調査でもその続きとなる集落の一部が確認されるものと思

われた。ただ同時に行った周辺部分の試掘調査では、今回の地点の東側隣接地に設定したトレ

ンチで遺構が確認されず、遺構面が削平を受けている可能性も考えられた a太宰府・佐野地
区遺跡群nU1993 太宰府市教育委員会)。

さて今回の調査は区画整理事業の事前調査として実施し、調査地の北半分程度は県道長浜一

太宰府線の一部となり、他の部分は宅地として利用される予定である。現地での発掘調査は

1991年4月8日から実施したが、降雨が続いたことや残土置き場に制約があり反転作業に時間を

要したこと、途中でフケ遺跡第3次調査と筑前国分寺跡第14次調査を行ったことなどから、最

終的に器材を撤収したのは9月21日であった。調査対象面積は4，219m2、調査面積は2，926m2で、

調査は狭川真一、塩地潤ーが担当したが、測点移動や実測作業で中島恒次郎、山村信条の協力

を得た。整理作業は1996年度に行った。

2. 層位など

当該地点は調査に入る直前には大規模な駐車場として利用されており、そのため表面に強固

なアスフアルトが施されていたほか、道路面まで地上げするために1m程度の盛り土があり、そ

の下に水田であったころの耕作土が検出

W 

真砂土

耕土 --= 

u 明茶土(地山~ 暗灰色土

第55図 フケ遺跡第2次調査溝土層模式図

E 
されるという状況であった。この耕作土

を除去すると明茶色土の地山が顔を出

し、遺構はこの面から穿たれていた。耕

作土と遺構面との聞には顕著な包含層は

存在せず、南東隅のごく一部で暗灰色土

が薄く堆積していた程度であるo この状況は、後世の大規模な削平を予想させるものであった。

3.遺構

溝

2SDOOl 調査区を東西に蛇行Lながら貫通する大きな流路である o 検出長52m(直線距離)、

幅7.5~2 1.0m、深さ 0.3mを測る。第 l次調査の ISD200の西側延長部分に該当する o 埋土は検出

上面から大半が黒色土で構成され、-部分的に底部には流れによって形成されたとみられる窪み

があり、暗灰色粘土が堆積していた。黒色土と暗灰色粘土との聞には薄く淡黄色砂層の確認で

きる部分があった。溝北側の肩は西側では自然な傾斜を呈しているが東側では一部オーバーハ

ングする部分があり、急流であったときに扶られたものと推定される D 南肩は概ね傾斜は急で
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さ~ー黒色土 ブノー
2SX005 {jg植土

砂層の確認できる部分があった。 溝北側

の方は西側では自然な傾斜を呈している

が東側では一部オーバーハングする部分

があり、急流であったときに扶られたも

のと推定される o 南肩は概ね傾斜は急で

あったO 布留古相段階に位置付けられ、

上面で近世までの遺物が混入している o

第56図 2SDOOl堆積土層模式図 2SD008 2SDOO 1の北側に沿うように

穿たれた数条の溝の一つで、長さ5.3m(直線距離)、幅0.3~0.45m、深さ O.lm程度を測る o

2SDOll 2SDOOlの北側に沿うように穿たれた数条の溝の一つで、途中で切れているが当初

は一本の溝と理解して報告する o 長さ約 15m、幅0.3~0.6m、深さ 0.1 ~0.2mを測る O 埋土は大

きく 2層に分けられ、上位に黒色土、下位に暗灰色砂が堆積する。下位の層は全面には認めら

れない。出土遺物から時期は古墳時代初頭の布留古相段階に限られる。

2SD020 東西方向の溝で、切り合い関係では周辺の遺構に比べてこの遺構が最も新しい。検

出長19.0m、幅1.35~3.75m、深さ 0.15m内外を測る。

2SD023 東西方向の溝で、長さ20.8m(直線距離)、幅0.9~2.0m、深さ 0.05m内外を測る o 埋

土は暗灰色土の単一層で、部分的に上面に被る包含層と近似する埋土である。出土遺物から幕

末から明治前半期に属するものとみられる。

2SD025 2SDOOl の南側に沿うように穿たれた数条の溝の一つで、長さ約27.5m、幅0.5~

1.2m、深さO.lm内外を測る O 埋土は茶灰色土ないしは暗灰色粘質土で、方向性からみて

2SD043と繋がっていたことも想定し得る。なお2SD023に切られている。

2SD028 調査区西端で検出したもので、長さ2.2m以上、幅0.7m、深さO.lmを測る。さらに

西側へ延びるものとみられる o6世紀後半までの遺物が出土する o

2SD031 調査区西端で検出したもので、長さ約3m、幅O.4m、深さO.lmを測る o検出段階で

は連続していたが掘り下げると複数のピットが繋がったような形状を呈しているo

2SD035 2SD031の南側にある小溝で、長さ 2.7m、幅0.3~0.4m、深さ 0.15~0.2m を測る O

2SD037 長さ3.7m、幅0.5m、深さO.lmを測るもので、 2SDOOlに沿うように穿たれている O

2SD039 長さ9.7m(直線距離)、幅0.15~0.3m、深さ 0.01 ~0.05mを測るもので、 2SDOOl に沿

うように穿たれており、 2SD025・043と2SDOOlの中間に位置する O

2SD042 L字型の溝で、総長8.7m、幅0.15~0.3m、深さ 0.03mを測る o 2SX053より新しい。

2SD043 長さ7.0m、幅0.1~0.5m、深さ 0.03~0.2mを測る小溝で、検出段階では一本の溝と

確認できたが、掘り下げると複数のピットが連続するような形状となった。 2SD025の北東延長

部にあたると思われる。 7世紀後半までの遺物が出土する O

土坑
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2SK015 検出段階では隅丸長方形であったが、掘り下げるとやや規模が小さくなり長円形を

呈する土坑となった。上面での規模は長さ1.1m、幅0.9m、深さ0.3mを測る D 上面は茶灰色土、

長円形部分の埋土は明茶灰色粘質土で、炭化物をブロック状に含むものである。

2SK026 2SX021に切られる土坑で、当初の規模は明らかではない。

2SK033 長さ l.4m、幅1.1m、深さ0.15mを測る土坑で、 2SX034はこの下層で検出されたピッ

トである o

2SK095 調査区西端で検出された略円形の土坑で、長さ0.85m、幅0.75m、深さO.3mを測る O

埋土は土坑の壁際で淡灰色粘質土が堆積し、その上面に薄く炭化物が認められた。これ以外の

堆積は暗茶灰色粘質土であるD

その他の遺構

2SX005 (第57図、 Pla.19) 長さ0.95m以上、幅0.85m、深さ0.30mを測る長円形土坑内に斐

を埋置した遺構である D 斐は土坑内の北寄りに、口縁部を上にしてほぼ正位置に据えられてい

るが、底部は土坑底からO.lmほど浮いた位置にある o 斐を埋める埋土は暗灰色粘質士、護内は

底部に黒灰色粘土、その上位に黒灰色砂が堆積していた。遺構の位置は2SDOOl北肩からやや下

ったあたりと推定され、 2SDOOlの底に堆積する腐植土の上面から切り込んでいた。したがって

溝が機能している聞に穿たれ、据えられたものと理解できる o この遺構は、埋棄としての性格

の他に聾棺の可能性も考えておく必要があろう(塩地潤一「佐野を掘る6Jr都府楼12号j1991 
古都太宰府を守る会 にこの遺構についての検討が掲載されているので参照されたい)0 なお

2SX005 

50cm 

第57図 2SX005実測図(1/20・1/8)
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費内の土壌から残存脂肪分析用サンプルを採集している o 将来の分析結果を待って再度性格を

検討したい。時期は古墳時代初頭の布留古相段階に位置付けられよう o

2SDOllと008の間にある窪み状の遺構で、長さ3.2m、幅1.7m、深さ0.02~0.10mo 2SX009 

4.05X3.8mのコ字型を呈する溝状遺構で、幅0.2~0.3m、深さ2SXOlO (第58図、 Pla.20.21)

0.05~0.15m を測る o 溝の一部に白色粘土の回まる部分が認められた。これを竪穴住居の壁溝

この場合溝によって固まれた空間には小さなピットは多数あるが、柱と考えることも可能で、

穴になるようなピットは確認されていない。またこの空間の中央に2.8X1.55m、深さ0.05mの

不定形な窪みがあり、溝遺構と一連のものである可能性も考えられる o 遺物は6世紀代に位置

付けられる土師器の杯片が出土している o

2SDOllに接するように穿たれた遺構で、 2SDOl1が古い。遺構は略円形を呈し、長2SX012 

さ1.1m、幅0.8m、深さ0.45mを測るo形状から貯蔵穴の可能性も考えられるo埋土は黒色粘土

の単一層で、遺物はその出土状況から南側から投棄されたものと考えられる。

2SDOllの下層で検出されたピツ‘トで、径0.5m、深さO.lmを測るo2SX016 

長さ2.88m、幅2.16m、深さ0.33mを測る長円形の土坑状を呈し2SX021 (第59図、 Pla.22)

ているo上面に被る黒灰色土を除去すると土坑中央部に長さ1.5m、幅1.1mで、不整円形のプラン

が検出された。プラン内を掘り下げるーと底部に杭が10本打ち込まれた状況で検出された。杭は
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2SX021 土坑の中央部に

集中して打ち込

まれていた。埋

@ 

土は杭の残存す
@ 
。

る底部付近で暗

一一」 @ 
民議註ミミ込 L一一

褐色土、その上

@ 。。
@ 

位に薄く砂が被

りさらに腐植土

の堆積が観察さ

れる o 最終埋没

，.  
戸ー・、司~ は茶褐色粘質土

34.00m 

である。この不

整円形プランの

周囲は黒色土

(下層は黒灰色砂

黒巧色土

三 ===x= ~~*O質土ーJ 黒色土E 
黒長砂質土¥ー¥ ¥===wーで1 _ _;-一一

質土)で構成さ

れる。杭の位置

』ー--'¥¥.¥¥
腐植土一一一砂一一杭一暗褐色土 と内側のプラン

第59図 2SX021実測図(1/20)
との隙聞は少な

く、この間に板状のものが立てられていたとすると、周囲の黒色土は裏込土として理解できる。

遺物は6世紀代に位置付けられる土師器の杯片が出土。

2SX027 2SX021の北側にある窪み状遺構で、長さ3.55m、幅2.3m、深さO.lmを測る o

2SX030 2SD025と重複している土坑状遺構である o 検出段階では埋土が近似し前後関係を

明確にはできなかった。長さ2.25m、幅1.30m、深さ0.12mを測る。

2SX034 2SK033の下層で検出されたピットで、径0.6m、深さ0.2mを測る o 2SK033と直接関

連するものかどうかは明確でない。

2SX044 2SD037と2SK033の聞にf食出されたピットで、 f歪0.45m、深さ0.15mを測る O

2SX047 2SD023の南側で検出されたピットで、径0.75m、深さ0.25mを測るo

2SX053 2SD042の下層で検出されたピットで、径0.5m、深さ0.2mを測る O

2SX058 調査区南半部の中央で検出されたピット群である o

2SX061 {歪0.15m、j菜さ0.05mを視1るピットで、ある O

2SX074 調査区南半部の中央で検出されたピット群である o

2SX076 調査区南半部の中央で検出されたピット群である o

2SX097 調査区南半部の中央で検出されたピット群である。
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第60図 フケ遺跡、第2次調査溝出土遺物実測図(1)(1/4)1~ 17 
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第61図 フケ遺跡第2次調査溝出土遺物実測図(2)(1/4)18 ~45 
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第71図 フケ遺跡第2次調査その他の遺構出土遺物実測図(3)(1/4・1/2. 1 /l )190~ 197 

2SX099 調査区南半部の東端で検出されたピット群である o

2SXIOl 調査区南半部の中央で検出されたピット群である。

小結

全体的な遺構の展開は、 l次調査同様に古墳時代初頭の布留式土器古相段階の2SDOOlを中心

に、引き続いて6世紀代の尾崎1次調査区周辺の集落の縁辺施設としての竪穴住居2SXOIOや7世

紀後半の溝2SD025などが、多少時期的隔たりをもって形成されている O 遺物からは古代の須恵

器、越州窯系青磁、中世前半の中国製青磁・白磁、後半期の明染付、瓦質土器、近世末の陶磁

器、寛永通宝などが散見され、緩慢に土地利用がおこなわれたことを示している o (狭川)
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第73図 フケ遺跡第2次調査耕土出土遺物実測図(1/2・1/4)219--238
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フケ遺跡第3次調査遺構番号台帳

s-.司 遭膚a骨 個別 古ー厨 地区

膚 懐灰色土岨土 訴しい

2 綱 演灰色士坦土 3-1 

3 ピット 軍側色土層士、中位まで2*の低路島。

4 JSKOO4 士IA 上層は軍褐色士、下層ほ鳳灰色砂慣土

6 3SKCX渇 土ほ 中位は晴氏色土.下眉は鳳灰色砂買土 b・7
7 ピット 咽軍褐色土層土 6-7 

g ピット 喧革禍色土壇土 8-6 
L-

個別

ピット 虫色土星土

ピット 銅色土層土

ピット 暗軍禍色土坦土

ピット 漬灰色土岨土

ピット 暗躍褐色土坦土 16-14 

上層1主演灰色土.下層は思灰色土 16-14 

第74図 フケ遺跡第3次調査遺構略測図(1/300)
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第75図 フケ遺跡第3次調査遺構図(1/300) 
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(3)第3次調査

3SK004 
1 はじめに ¥ 

調査地は太宰府市大字大佐野字フケ112-4で、

第1次調査と道路を隔てた対面(北側)に当たり、

調査前は大衆遊技場が建設されていたo 道路面

からは1m程度の盛り土が成されており、建物の

基礎がある程度で止まっていた場合は遺構の残

存している確率は高いものと考えていたo しか

し多量の盛り土が存在することから調査を実施

するにあたって排土の置く位置やその量、そし

て遺構の残存状況を把握する観点から、調査着

手前に試掘調査を実施することとなった。試掘

調査は平成3(1991) 年5月 7 日~1O日までの聞に

実施した O その結果、予想に反して遺構は希薄

3SK006 
で、しかも深く Eつ巨大な遊技場の基礎がその

まま残存していたO 基礎の隙間には遺構は残存

せず、その周囲にあけたトレンチから若干検出

されたにとどまったo そこで遺構の確認された

トレンチは埋め戻さず、隣接地でフケ遺跡第2次一」

調査を実施していたことからそのまま発掘調査

を実施することとなった。調査は続く 5月13日か

ら第2次調査の作業のロス時間を縫って行い、最

終的に埋め戻し作業が完了したのは6月19日であ

った。調査面積は267m2で、狭川真一、塩地潤ー

が担当した。

2. 層位など

遊技場のアスフアルトを除去し、盛り土を除

去するとすぐに地山が顔を出す状況で、包含層

はまったく確認されなかった。遺構の残存状況

からみても大きく削平を受けたものと思われる O

特に遺構が南側に偏って検出され、試掘調査部

グ

一一-.J Ir ¥ L--

~流、

33.60m 

おλ ア

1m 

f
 f
f

、

¥ 
/ 
ノ
/ 

〆

ノ
/ 

33.60m 

。 1m 

ておきたい。

分を含めて北側ではほとんど認められないことから、北側が大きな削平を受けたものと理解し

第76図 3SK004・006実測図(1/40)
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ンチでは南側が淡灰色砂、北側へ淡茶灰色土、暗茶灰色砂と変化するo

地山は南側のトレンチ中央部では淡灰色土、西側及び東側部分では淡茶灰色砂、東側のトレ

3. 遺構

溝

3SD016 東側に開けたトレンチで検出された遺構で、長さ 6.0m以上、幅O.8~1.5m、深さ

O.lm内外。埋土は上位が淡灰色土、下位が黒灰色土で構成される o 7世紀代の須恵器が出土。

土坑

3SK003 (Pla.32) 南側のトレンチで検出された遺構で、楕円形を呈する。長さO.95m、幅

ピットは埋土O.68m、深さO.15mを測り、検出上面で2つのピット状遺構が並んで検出された。

3SK004 (Pla.32) 

の中程で止まっている。埋土は暗茶褐色土で、新規の南北溝に切られる o

南側のトレンチで検出された遺構で、ほぼ円形を呈するもので1.03X

l.OOm、深さO.5mを測る。埋土は上位が暗茶褐色土、下位が黒灰色砂質土である o 布留式土器

が出土。

3SK006 (Pla.32) 南側のトレンチで検出された遺構で、検出面での大きさは南北1.40m、

東西1.11m、深さはO.71mを測る。土坑上位の壁面は大きくオーバーハングしており、南北

3SD016 

/

/

グ

3SK004 

5cm ， ， ， 

3SK006 

智正

二ffl~;' 5 

/ 上い乃 犬、7

2 

一
呈
苛

lQcm 
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フケ遺跡第3次調査出土遺物実測図(1β ・1/4)1~9 第77図



1.72mにもなる o埋土は上位が暗灰色土、下位が黒灰色砂質土である。弥生後期後半の所産か。

その他の遺構

3SX008 南側のトレンチで検出されたビットで、 0.7XO.55m、深さ0.13mを測る。 3SK006よ、

り古い遺構である。

3SX009 南側のトレンチで検出されたピットで、きわめて浅い。

3SX012 南側のトレンチで検出されたピットで、径0.7m、深さ0.15mを測る D 北半分は調査

区外に延びている D

3. 出土遺物

本文末の遺物観察表を参照のこと o 狭]11) 

々々。

グ

そそ。

/ 

3J!¥ 
¥i) 

5b 
¥寸白

5a ¥。
O 

10m¥ 

第78図 フケ遺跡第4次調査遺構略測図(1/300)
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S-番号

2 

3 

4 

5 

6 

フケ遺跡、第4次調査遺構番号台帳

遺構番号|

4SD∞1 大溝
4s以)()2 溝

倍以)()3 溝

ピット

4SX∞5 ピット群
4SX∞6 ピット

¥ゼミb

側4
0/11 

¥ダ込

¥プ

種別

上層灰色粘質土、下層腐植土

棚列の可能性あり。西からa.b.c

炭化物混入

。

第79図 フケ遺跡第4次調査遺構図(1/300)
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(4)第4次調査

L はじめに

調査地は太宰府市大字大佐野字フケ91-1、95・1で、佐野土地区画整理事業の一環として当該

対象地を調査した。調査地は周辺の状況から遺構の残存している可能性が低いと考えられてい

たことから、事前に試掘調査を実施し遺構の有無あるいはその残存範囲を確定してから調査す

ることとした。試掘調査は平成5 (1 993) 年 11 月 12 日 ~15 日まで実施した。その結果、対象地

の南半分は流路となっていたため調査対象から除外し、若干の遺構を検出した北半分に主体を

置き、流路の西肩を検出できる範囲で調査区を設定することとした。発掘調査は続く 16日から

表土除去を開始し、 25日にはすべての作業を終了した。調査対象面積は2.687ぱ、調査面積は

831m
2で、ある o現地での発掘調査は狭川真ーが担当し、測量等で井上信正の協力を得た。

2. 層位など

調査前の状況は水田であったため吋その耕作土及び床土を除去するとすぐに地山が顔を出す

状況であった。地山は茶色砂質土あるいは灰白色粘土であった。遺構はこの地山から直接穿た

れる形で検出され、床土との聞に明確な包含層は確認されなかったO

3. 遺構

溝

4S00OI 調査区の東側を略南北に流れる大溝で、溝の西肩を検出したものの東肩は調査区外

に求められる。したがって検出部分から推定しても溝の幅は15m以上あったものと思われる o

深さは調査した部分に限りがあるため15cm程度を確認したにとどまる o 本来はさらに深くなる

ことが予想される o 溝の埋土は大きく 3層に分けられ、上層から灰色粘土、茶色粘土、腐植土

の順で堆積している。弥生中期末、 6世紀、 8世紀後半の遺物が出土している O

4S0002 長さ 8.2m、幅0.2~0.6m、深さ O.lm内外で、当初は4S0003 と一つであった可能性が

強い。

4S0003 長さ 15m、幅0.7~ 1.3m、深さ0.15m内外で、一部蛇行する部分がある O 当初は

4S0002と一つであった可能性が強い。この溝は4S0001大溝を意識して穿たれているものとみ

られ、大溝の西肩に沿う形で存在している o 8世紀の須恵器の他、中近世陶器が出土しているO

その他の遺構

4SX005 径0.3~0.45m、深さ 0.13~0.21mのピット群で、ほぼ2.1mの間隔をおいて東西に並

んでいる。 2間の柵列である可能性が考えられる。

-80-



4SX006 炭化物が詰まったピットで、径O.4m、深さ0.3mを測る。

3. 出土遺物

本文末の遺物観察表を参照のこと O

4. 小結

報告したように当該地点は遺構が大きく自Ij平されており、若干の遺構を検出したにとどまる o

ただ大溝が古墳時代頃のものとみられ、フケ遺跡第1・2次調査で検出した大溝と繋がる可能性

が考えられる(遺物は多少新しいものもある)。その確認の意味でも両者の中間地点での調査

が要求されるところである O またこの大溝の肩に沿うように検出された小溝はやはり前記の2

つの調査でも類似のものが知られており、この溝の性格について検討する必要性があろう o

450001 

r-ーー一一一一

一一一一

一一-

450002 

45X005 

1、、 、同刊・ 1 、. 

ヨ雪三 8

警守二子12

(狭川)

工二コ

三空語、三

450003 r 
\~-_.....二J9

てごユョス
し--1二二二司"14

一一-~~~?

¥￥七イ〆01Qcm  

第80図 フケ遺跡第4次調査出土遺物実測図(1/4)1~'15 
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(5)総括
今回は紙数の関係上各調査地点については充分な記述ができなかった。特に土器の情報につ

いては観察表のみの提示となり、不十分さは否めない。ここでは土器の出土傾向を含めて遺跡

の動態を総括しておきたい。

弥生前期については板付IないしII式の土器片が尾崎1次やフケI次 (453) などで散見され、伐

採具としての石斧素材も見られることから(フケl次378)、前田遺跡の前期村落形成に係わって

開発の機運が有ったのかも知れない。続く弥生中期についてはフケ4次調査で後半の高杯が出土

しているに止まっている。尾崎2次の古墳時代の溝中から費棺片が出ており、殿城戸l次で、小児

棺が検出されており丘陵裾に当該期に墳墓があったことを示している O

弥生後期は大佐野川を挟んだ北側の緩斜面にある前田遺跡では前半から住居が群で営まれ後

半には掘立柱建物を複数ふくむ集落に発展するo 川の南側でも雛)111次の土器の出土状況から前

半の段階で低湿地に人の手が及び後半にそのピークが認められる O 後半には吉備地域などの瀬

戸内地域からの少量の土器の持ち込みが見られ、終末期から古墳時代初頭には畿内V様式系、

庄内式系、布留式系(古相段階)、山陰系の日用、祭杷用土器が同時的に高比率で消費されるよ

うになるo外来系土器が大半を占める段階ではあるが、平野北部沿岸の比恵、西新遺跡に比す

ると鼓型器台が欠落するなど、器種構成上受容されなかったものがあったことが指摘されるo

この時期に北西隣に接する宮ノ本遺跡で割竹形木棺を主体部に持つ前期古墳が出現するo フケl

次では竪穴住居を含まない掘立柱建物群が展開し、雛JIIl次では低湿地の水際で木製品を貯蔵し

起耕具を中心とした農具が制作され、新規に農地の開発がおこなわれたと考えられる o また、

この水場では銅釦11を用いた祭杷がおこなわれた。反面、水際での堅果類の地下貯蔵施設が雛川l

次、フケ1次で見つかり、福岡平野の複数の村落跡の様相と共通した食事情に不安定な事態があ

ったことが想定される。この時点での対岸の前田遺跡の村落とフケ・雛川とがいかなる関係に

あったかは資料不足であるが、少いながら雛川遺跡には布留の中、新相の土器片が継続して見

られることから二者の終鷲には時期差が考えられるo

古墳時代後期の村落はやや時期をおいて6世紀に展開しているo尾崎遺跡などでは須恵器の九

州編年で6世紀後半に位置づけられる段階に村落のピークがあり、若干、 7世紀段階のものも見

られるが、通時的な後期の集落変還はまだ資料的には追えない。尾崎1・2次や脇道遺跡などで

は扉をはじめとする建築部材が低湿地に集積された状況が確認されている。

古代前期には雛川遺跡を官道水城西門ルートが縦断しているはずであるが、積極的にその遺

構を指摘し得ない。遺構は基本的に検出されずこの時期には耕作地化されたと見ているが、尾

崎1次やフケ2次などでは越州窯系青磁椀の 1. II類が出土している O

中世後期は宮ノ本7次やフケ2次で明染や李朝陶器が、フケでは土師器鍋、瓦質の揺鉢、火鉢、

古瀬戸菊皿など14世紀から16世紀の遺物が散見され、肥前筑紫氏の「尾崎城Jや「和久堂城」など
近世村落跡の存在が気にかかるところであるが、具体的な生活遺構の検出は皆無である。

近世後半期から明治前半期には潅概施設の新規構築などに関連する溝状遺構がフケ遺跡2、3

次などで見られる。この時期にはため池の築造や修築がおこなわれた時期でもあり、開発史的

視点から近郷農村における一つの変革期として見て取れる。

参考文献

尾崎遺跡第l次調査「太宰府・佐野地区遺跡群mJ1993太宰府市教育委員会
宮ノ本遺跡第7・l次調査「太宰府・佐野地区遺跡群IVJ 1993太宰府市教育委員会
宮ノ本遺跡第7・2次調査「太宰府・佐野地区遺跡群VJ 1995太宰府市教育委員会
雛川遺跡第l次調査「太宰府・佐野地区遺跡群vJj1996太宰府市教育委員会
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フケ遺跡第1次調査出土遺物一覧表 l 

表土 S-6 

白磁 片(1) 弥生~土師器 壷(1)、高坪(1)

瓦類 古代平?瓦片(1) 布留系費 (5)、聾x壷 (36)

石製品 黒曜石製7レーク(1)

泥岩製砥石(1) S-7 

弥生~土師器 費、壷、器台、小型丸底壷

高杯、鉢 弥生~土師器 聾x壷 (74)、高杯 (4)

壷 (2)

灰色土

S-8 

須恵器 片

土師器 片 土師器 費(1)

須恵質土器 東播系鉢(1) 弥生~土師器 壷 (2)、鉢 (2)、支脚(1)

陶器 現代鉄紬鉢(1) 費x壷 (53)

瓦類 現代瓦片 (3)

石製品 黒曜石製7レサ(1) S-9 

弥生~土師器 鉢、壷、器台、小型丸底壷

高杯、翠 弥生~土師器 片 (7)

S-1 S-10 

弥生~土師器 聾、鉢

弥生~土師器 布留系費、高杯、小型丸底壷

S-2 

S-10灰色粘

弥生~土師器 費 x壷 (26)

弥生~土師器 布留系費、高亦

S-3 

S-lO炭層直下

土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 高坪(1)、壷 (6) 弥生~土師器 布留系(1)、片 (4)

費×壷(16)

S-10炭層以下

S-4 

土製品 メンコ(13)

弥生~土師器 片 (2) 弥生~土師器 壷x聾(19)、高坪(1)

壷(1)、布留系聾(13)

S-5 

S-lO最下層

土製品 メンコ (2)

石製品 辰砂? 弥生~土師器 布留系費

弥生~土師器 壷 (6)、高杯 (5)、器台(2)

聾×壷(12)

S-11 

弥生~土師器 片(18)

※口は個体数、( )は破片数を示している o
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 2 

S-12 S-21 

弥生~土師器 費 x壷(17) 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 局坪(11)、聾×壷 (50)

S-13 片(I)

弥生~土師器 布留系聾(1)、片 (17) S-22 

S-14 弥生~土師器 鉢(1)

弥生~土師器 盟国 S-23 

S-15 弥生~土師器 高杯回、片(10)

弥生~土師器 壷田(S-15柱痕と接合)、片(3) S-24 

S-15柱痕 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 費 x壷(17)、鉢(1)

弥生~土師器 聾(1)、片 (3) 脚(1)、在地翠(叩き有)(1) 

S-15掘方 S-25 

弥生~土師器 高杯(3)、壷(1)、費x壷(60) 弥生~土師器 費(叩き有るもの有)x壷(39)

S-16 S-26 

弥生~土師器 高坪(1)、蜜×壷 (6) 弥生~土師器 翠 x壷(17)、鉢(1)

S-17 S-27 

弥生~土師器 費x壷 (8) 弥生~土師器 費 x壷(3)

S-18 S-28 

土製品 メンコ (4) 弥生~土師器 板I費(1)

弥生~土師器 片 (22)

S-29 

S-19 

弥生~土師器 壷(1)、費(1)、片 (6)

弥生~土師器 聾 (2)、片 (23)

S-30 

S-20 

弥生~土師器 費 x壷 (56)、布留系聾(1)

須恵器 杯蓋? (1) 器台(1)

土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 壷 (2)、高坪(I)、器台(1)

片(18)
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フケ遺跡第1次調査出土遺物一覧表 3 

S-31 S-40 

弥生~土師器 在地系壷x費 (42)、聾 (2) 弥生~土師器 聾 x壷(34)、壷(1)

布留系 (7) 、高杯(1) 高杯(1)、鉢(1)

布留系聾(1)

S-32 

S-41 

弥生~土師器 費(1)、聾x壷 (9)

弥生~土師器 :塑x壷 (4)

S-33 

S-42 

弥生~土師器 鉢(1)、聾(叩き有)(1) 

費x壷 (21)、同杯田 土製品 メンコ (3)

弥生~土師器 聾 x壷(12)、高坪(1)

S-34 蜜(1)

土製品 メンコ(1) S-43 

弥生~土師器 片 (6)

弥生~土師器 費(3)、費x壷(17)

S-35 壷(1)

石製品 緑色片岩片(1) S-44 

弥生~土師器 聾(1)、布留系?聾(1)

壷(3)、壷x聾 (69) 須恵器 片? (1) 

鉢(3)、平底壷(1) 土製品 メンコ(1)

複合口緑壷田 弥生~土師器 高坪(1)、費x壷 (40)

鉢(1)

S-36 

S-45 

土製品 メンコ (6)

弥生~土師器 費 (3)、壷 (2) 土製品 メンコ (4)

聾 x壷(118) 弥生~土師器 費 x壷 (33)、支脚(1)

壷(1)、費 (2)

S-37 

S-46 

弥生~土師器 片 (6)

弥生~土師器 高郎(1)、壷x聾(18)

S-38 平底壷(1)、器台(1)

弥生~土師器 費 x壷(12) 、高杯? (1) S-47 

聾(叩き有)(1) 

弥生~土師器 壷(1)、鉢(1)、片(10)

S-39 

S-48 

弥生~土師器 費(1)、片(1)

弥生~土師器 費x壷 (4)、布留系 (2)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 4 

S-49 S-60 

石製品 石英片(1) 土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 費(1)、片(10) 弥生~土師器' 壷(1)、器台(1)、費 (2)

蜜(叩き有)(1)、片 (26)

S-50 

S-61 

弥生~土師器 費x壷 (8)、手づくね(1)

壷(3) 弥生~土師器 片(3)

S-51 S-63 

弥生~土師器 箆×壷 (4) 弥生~土師器 壷x費片 (5)

S-52 S-64 

弥生~土師器 箆x壷 (22) 弥生~土師器 費 x壷(10)

S-53 S-65 

弥生~土師器 費×壷 (42)、蜜 (2) 土製品 杓子型(1)

弥生~土師器 壷x聾 (43)、蜜回

S-54 費(叩き有)(4) 

壷(叩き有)(2) 

土製品 メンコ

弥生~土師器 費x壷 (70)、大費(1) S-66 

器台(1)、高坪(1)

費 (2)、壷(1) 弥生~土師器 費 x壷 (6)

S-56 S-67 

弥生~土師器 片 (6) 弥生~土師器 聾 x壷 (6)

S-57 S-68 

弥生~土師器 器台(1)、壷x費 (3) 弥生~土師器 壷 (2)、片付)

壷(1)

S-69 

S-58 

弥生~土師器 費x壷 (0)

弥生~土師器 小壷(1)、聾x壷 (32)

S-70 

S-59 

土製品 メンコ(1)

土製品 メンコ (5) 弥生~土師器 聾 x壷(叩き有)(10) 

弥生~土師器 費x壷 (25)、高坪(J) 壷 (3)、費 (2)、高節(1)

小壷(1)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 5 

S-71 S-80 

弥生~土師器 費x壷(11)、壷(1) 土製品 メンコ (5)

弥生~土師器 費×壷 (39)、高亦 (2)

S-72 聾(平行叩き有)(1)、壷(1)

土製品 メンコ(1) S-81 

弥生~土師器 片 (5)

弥生~土師器 J!f!x壷 (3)、墾田

S-73 

S-82 

弥生~土師器 翠x輩 (31)、大聾(1)

高杯(1)、壷 (4)、護団 弥生~土師器 費×壷 (7)

S-74 S-83 

弥生~土師器 費 x壷(10)、布留系聾(1) 弥生~土師器 費x壷 (3)、壷(1)

費(1)、鉢(1)

S-84 

S-75 
土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 手づくね杯(1)、費 (2) 弥生~土師器 髭 x壷 (5)、高杯 (3)

聾×壷(18)

S-85 
S-76 

士製品 メンコ (3)

土製品 メンコ (6) 弥生~土師器 費x壷 (20)、高杯 (8)

石製品 泥岩製砥石(1) 護団

弥生~土師器 聾 x壷(1)、高坪(1)

壷(1)、鉢(1)、器台(1) S-86 

S-77 土製品 メンコ(10)

石製品 石英製台石(1)

弥生~土師器 費x壷(19)、壷(1) 弥生~土師器 布留系 (3)、聾x壷 (556)

高杯 (8)うち布留系(1)有り

S-78 費(12)、鉢 (3)、壷 (3)

大費(1)、器台 (2)

弥生~土師器 J!f!x壷 (6)

S-87 

S-79 
土製品 メンコ(1)

土製品 メンコ(1) 弥生~土師器 在地系鉢(1)、聾x壷 (8)

弥生~土師器 費×壷(15)、壷(1)

S-88 

弥生~土師器 費(1)、片 (2)
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フケ遺跡第1次調査出土遺物一覧表 6 

S・89 S-97 

弥生~土師器 望~x 壷 (29) 土製品 メンコ (3)

弥生~土師器 布留系(3)、支脚(1)

S-90 聾x壷 (94)、高坪(1)

蜜(1)

弥生~土師器 高坪 (2)、Jmx壷 (20)

建 (2) S-98 

S-91 弥生~土師器 費(1)、壷(1)

費 x壷 (80)

土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 護 x壷 (61)、高杯(I) S-99 
布留系 (2)、壷(})

蜜(1) 土製品 メンコ (3)

弥生~土師器 布留系 (3)、高杯(I)

S-92 大聾(1)、聾×壷 (66)

土製品 メンコ(3) S-l∞ 
弥生~土師器 費x壷 (23)、支脚(I)

複合口縁壷(1)、器台(I) 弥生~土師器 圧内系 (3)、費x壷 (26)

費(I)、壷(I)

S-93 

S-102 

弥生~土師器 大費(3)、費x壷 (20)

費(1) 弥生~土師器 費 x壷 (7)

S-94 S-103 

土製品 メンコ(1) 弥生~土師器 費 x壷(19)、布留系(3)

弥生~土師器 聾x壷(12)

S-l04 
S-95 

弥生~土師器 費 x壷(14)、布留系(1)

弥生~土師器 聾x壷 (79)、鉢(1)

費(叩き有)(3) S-105 

S-96 土製品 メンコ (3)

弥生~土師器 壷 (2)、費x壷 (63)

土製品 メンコ (5)

弥生~土師器 高杯 (3)、壷 (3)、費 (4) S-106 
布留系 (40)、聾x壷(148)

小型丸底壷(1) 土製品 メンコ (2)
器台(叩き有)(1) 弥生~土師器 蜜x壷 (24)、器台(I)
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てヌケ遺跡第1次調査出土遺物一覧表 7 

S-107 S-110下層L5区

弥生~土師器 翠 x壷(10)、器台 (4) 弥生~土師器 布留系費(14)、高坪(1)

聾(1)、壷(1) 郎(1)、複合口縁壷(3)

費×壷 (32)

S-108 

S-111 
土製品 絵画土器(1)

弥生~土師器 器台(1)、費x壷(82)、費(2) 白磁 碗(近代)(t) 

弥生~土師器 壷 (2)、小壷(1)

S-I09 聾 x壷 (74)

弥生~土師器 庄内系蜜(1)、短頚壷(1) S-112 
費 (3)、複合口縁壷(1)

費 x壷 (55)、同杯(1) 土製品 メンコ(3)

大聾(1) 弥生~土師器 庄内系(1)、聾x壷 (92)

高杯(1)、費 (2)叩き有(1)

S-11014区

S-113 

弥生~土師器 布留系聾(164)、聾x壷(172)

壷 (7)、費(1)、器台(1) 弥生~土師器 費 x壷(18)

支脚(1)、高坪 (2)

山陰系費(1)、甑(1) S-114 

庄内系壷(波状文)囚

弥生~土師器 費 x壷 (27)、器台(1)

S-110 L5区 高杯(1)、庄内系? (1) 

費 (2)

弥生~土師器 布留系聾(3)、費x壷 (22)

壷(3)、鉢(1) S-115 

S-110上層57イン 弥生~土師器 費 x壷 (21)、費(1)

土製品 メンコ(1) S-116 

弥生~土師器 布留系聾(377)図、鉢 (3)

高杯 (24)、小鉢(1) 土製品 メンコ(1)

壷(1)、小型丸底壷(1)図 弥生~土師器 蜜(1)、片 (5)

支脚 (3)、蜜(1)、坪 (2)

庄内系費(1)、圧内系壷(1) S-117 

布留系在地費 (2)

費 x壷 (884) 弥生~土師器 費×壷 (5)

S-110下層57イン S-118 

弥生~土師器 布留系費 (54)、器台(1) 弥生~土師器 費 x壷 (4)、器台 (2)

山陰系費(1)、高坪 (2) 費 (2)

在地建 (2)、壷 (3)
費x壷(166)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 8 

S-119 S-127 

弥生~土師器 費 x壷(14) 弥生~土師器 器台(1)、蜜x壷(11)

高杯 (2)

S-120 

S-128 

土製品 メンコ (7)

弥生~土師路 布筒系 (7)、庄内系翠 (2) 弥生~土師器 支脚(1)、聾 x壷(13)

費 (4)、高郎 (2)、鉢(1) 器台(1)

器台 (6)、費x壷 (453)

複合口縁壷(1) S-129 

S-121 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 費×壷(4)、聾(叩き有)(3) 

弥生~土師器 複合口縁壷(1)、器台(1)

S-130 

S-122 

石製品 泥岩製砥石(1)

弥生~土師器 片 (7)

S-130 111区

S-123 

土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 J:!x壷 (6) 弥生~土師器 布留系 (97)、費x壷 (649)

聾 (2) うち叩き有(1) 費 (10) 、査(19)、鉢 (6)

両杯(12)、支脚 (2)

S-124 器台(1)

弥生~土師器 布留系塑(1)、大聾 (2) S-130 H13区

費 x査 (4)

弥生~土師器 布留系 (35)、費x壷 (258)

S-125 局坪 (7)、壷 (9)、鉢 (3)

費 (7)、小型丸底壷(3)

土製品 メンコ(1) 支脚(1)

弥生~土師器 費 x壷(3})、庄内系(1)

手づくね杯(1) S-130 H14区

S-126 弥生~土師器 布留系 (30)、護 x壷 (221)

高坪 (3)、壷 (8)、鉢 (2)

弥生~土師器 高杯(})、布留系 (2) 費(1)

蜜(1)、費x壷(14)

S-130 107イン

S-126下層

弥生~土師器 布留系 (10) 、費 x壷(149)

弥生~土師器 布留系 (8)、費x壷(11) 高杯 (2)、壷 (7)、鉢(1)

護(1)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 9 

S-130 110区 S-136 

弥生~土師器 布留系 (4)、費x壷 (233) 弥生~土師器 器台(1)、聾×壷 (8)
高杯 (2)、壷(1)、費(1) 聾(叩き有)(1) 

S-131 S.137 

弥生~土師器 高坪 (4)、布留系聾 (21) 弥生~土師器 片 (9)
器台(1)、費x壷 (47)
壷 (3) S-138 

S-132 弥生~土師器 小型丸底壷(1)、布留系(8)
費 x壷 (28)

土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 布留系聾 (25)、鉢 (3) S-139 
壷(3)、軍 x蜜 (201)

蜜 (2)、庄内系費? (1) 弥生~土師器 片付)

S-133 S-141 

弥生~土師器 布留系翠(17)、査 (2) 弥生~土師器 器台(1)、庄内系(1)

蜜×壷 (68)、高坪(1) 壷(1)、費×壷 (20)

S-134 S-142 

弥生~土師器 費x壷 (4)、壷(1) 弥生~土師器 布留系(1)、建x輩 (5)

S-135 S-143 

弥生~土師器 布留系護団、大型片 弥生~土師器 片 (5)

両杯小、大

S-l44 I3区
S-135黒灰色土

弥生~土師器 翌~x 壷 (2)

弥生~土師器 布留系費、甑、高坪小、大

東九州系複合口縁壷 S-l44 L5区
圧内系費、小型丸底壷

弥生~土師器 片 (3)

S-135黒灰色粘

S-146 

弥生~土師器 布留系費、高坪小、大、器台

弥生~土師器 壷x聾(11)、高坪(1)

S-135灰色粘

S-147 

弥生~土師器 山陰系費、蜜×壷

弥生~土師器 器台(1)、片付)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 10 

S-148 S-161 

弥生~土師器 布留系 (2) 、壷 x費(11) 弥生~土師器 壷(1)、片(19)

壷 (3)

S-162 

S-149 

弥生~土師器 壷 x聾 (43)、高杯(1)

弥生~土師器 壷x費 (4) 壷 (5)、絵画土器? (2) 

S-151 S-163 

弥生~土師器 壷(1)、壷 x蜜 (7) 弥生~土師器 蜜 x壷 (7)

S-152 S-l64 

弥生~土師器 布留系(14)、壷x褒 (26) 土製品 メンコ (4)

壷 (4)、鉢(1)、費(1) 弥生~土師器 蜜 (3)、費x壷 (36)

S-153 S-l66 

弥生~土師器 片(16) 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 費 x壷 (6)

S-154 

S-167 

弥生~土師器 聾x壷 (58)、費(1)

布留系高杯(1) 土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 壷(1)、片(1)

S-156 

S-168 

弥生~土師器 壷x費 (21)、短頚壷(1)

鉢(1) 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 壷(1)、聾x壷 (48)

S-157 費(1)

弥生~土師器 圧内系聾(1)、費(1) S-169 

片付3)

弥生~土師器 片 (6)

S-158 

S-171 

弥生~土師器 高杯(1)、聾x壷 (6)

弥生~土師器 壷 x費(18)

S-159 

S-l72 

弥生~土師器 器台(1)

土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 聾 x壷(10)、布留系壷(3)
器台(1)、資(1)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 11 

S-173 S-184 

土製品 メンコ(1) 弥生~土師器 両坪(1)、費(叩き有)(1) 

弥生~土師器 聾 x壷(10) 費x壷 (]9)、布留系(1)

S-174 S-186 

土製品 メンコ (2) 弥生~土師器 鉢(1)、布関系費(])

弥生~土師器 布留系費、片 (5) 費x壷 (7)

S-176上面 S-187 

弥生~土師器 複合口縁壷(1) 弥生~土師器 高坪(1)、費(叩き有)(2) 
器台(1)、塑 x蛮 (46)

S-l77 
S-188 

弥生~土師器 布留系(1)、費×壷 (6)

壷(1) 弥生~土師器 両坪(1)、墾x壷 (5) 

聾(1)

S-178 
S-189 

弥生~土師器 鉢(1)、聾(叩き有)(1) 

片 (2) 土製品 メンコ (3)

弥生~土師器 費 x壷(3)

S-179 
S-191 

弥生~土師器 器台 (2)、費(叩き有)(2) 

蜜(1)、片付) 弥生~土師器 費 x壷 (9)、布留系(1)

S-181 S-192 

弥生~土師器 費(叩き有)(6)、費 x壷 (5) 土製品 メンコ (3)
聾(1)、壷(]) 弥生~土師器 聾 x壷(24)、高杯(1)

器台(1)、壷(1)

S-182 

S-193 
土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 小壷(1)、聾x壷(13) 土製品 メンコ (4)

壷(]) 弥生~土師器 聾x壷(76)、高杯 (2)

布留系 (23)、庄内系聾(1)

S-183 器台(叩き有)(4)、聾 (2)

土製品 メンコ(1) S-194 

弥生~土師器 費(叩き有)(1)、費×壷(15)

土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 盟x壷(29)、器台 (2)
盤 (2)
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フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 12 

S-196 S-200灰色土

土製品 メンコ(1) 石製品 玄武岩製大型刃器(1)

弥生~土師器 聾 x壷(3)、費 (2) 弥生~土師器 聾 x藷 (23)、聾(1)

S-197 S-201 

弥生~土師器 布留系聾 (2)、庄内系 (2) 弥生~土師器 査 (2)、翠 x讃 (3)

褒 x壷 (26)

S-202 

S-198 

弥生~土師器 高坪 (2)、建 x壷(16)

弥生~土師器 蜜x壷(1])、布留系 (2) 壷(1)

S-199 S-203 

弥生~土師器 聾x壷 (8) 弥生~土師器 費 x壷 (32)、支脚? (1) 

鉢? (1) 

S-200 F13区

S-204 

弥生~土師器 壷 (4)、壷 x聾(17)

布留系聾(3)、高杯(1) 弥生~土師器 費 x壷(15)、聾(1)

S-200 F14区 S-205 

弥生~土師器 壷x費(16)、布留系 (4) 弥生~土師器 高坪 (2)、費 x藷 (55)

壷 (2) 鉢 (2)

S-200011区 S-206 

土製品 メンコ (2)、瓦玉(1) 弥生~土師器 袈 x壷(17)、壷(1)

弥生~土師器 壷x箆(170)、布留系箆(9)

壷(14)、聾 (2)、甑(]) S-207 
高坪 (4)、庄内系壷(1)

器台(1)、小型丸底壷(1) 土製品 メンコ(3)

石製品 安山岩製フレーク(I)

S-200 012区 弥生~土師器 高郎 (4)、布留系聾(3)

土製品 メンコ (3) S-208 

石製品 軽石(])

弥生~土師器 議 x蜜 (90)、布留系聾(1) 弥生~土師器 費x章(12)、i詞坪(1)
壷 (6)、護 (2)、高杯 (2)

器台 (2)、轡型器台(1) S-209 
鉢(])

弥生~土師器 |蜜×壷 (2})、費 (2)

-94・



フケ遺跡第l次調査出土遺物一覧表 13 

S-21O S-222 

弥生~土師器 布摺系費(1)、庄内系費 (2) 土製品 メンコ(1)

聾x壷 (23)、高郎(1) 弥生~土師器 片(1)

S-211 S-223 

弥生~土師器 高坪(3)、聾x壷(14) 弥生~土師器 蜜×壷 (6)

S-212 S-224 

弥生~土師器 蜜x壷(3) 弥生~土師器 費×壷 (2)

S-213 S-226 

弥生~土師器 片(1) 弥生~土師器 聾 x壷 (2)

S-214 S-301 

弥生~土師器 高坪(1)、蜜? (1) 弥生~土師器 費 x壷 (44)、布留系費(1)

在地布留系(1)、器台(1)

S-216 壷(1)

弥生~土師器 壷(1)、片(]) S-302 

S-217 弥生~土師器 壷 x翠 (7)、聾(1)、鉢(1)

弥生~土師器 費 (2)、聾x壷 (7) S-304 
壷 (2)

弥生~土師器 壷 x蜜(12)、壷(1)

S-218 

S-305 
土製品 メンコ(1)

石製品 黒曜石製フレーク(1) 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 費 x壷 (20)、庄内系蜜(1) 弥生~土師器 聾 x讃(1)

壷(1)、高坪(1)、理(1)

S-306 

S-219 

弥生~土師器 蜜×藷 (6)

弥生~土師器 圧内系(])、聾x壷 (21)

聾(1) S-307 

S-221 弥生~土師器 壷 (2)、建 x壷 (5)

弥生~土師器 高坪 (2)、壷x費(3) S-308 

弥生~土師鴻 大琵(1)、有i留系蜜(I)
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フケ遺跡、第l次調査出土遺物一覧表 14 

S-309 

弥生~土師器 片 (5)

S-31O 

土製品 メンコ (2)

弥生~土師器 費 x壷(I3)

S-311 

弥生~土師器 聾 x壷 (4)

S-312 

弥生~土師器 鉢(1)、蜜 x壷 (6)

費(1)
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 l 

耕土 S-1 

須恵器 杯c3、蜜 土製品 メンコ (2)
越州窯系青磁 片 弥生~土師器 高坪 (4)、布留系 (5)
龍泉窯系青磁 碗I片、 III(I) 壷胴部片(1)

同安窯系青磁 碗片

皿片 S-1黒色土
白磁 皿III
瓦質土器 鉢 須恵器 杯蓋IV、IIIB
陶器 ノ、ヶ手杯(近世--) 土師器 杯、脚付坪

緑紬土瓶(近代) 白磁 皿IX
古瀬戸菊皿 青花 肥前系染付皿

白柚徳久利(近世--) 石製品 管玉(1)、銀

青花 肥前系皿 安山岩製7レー夕、黒曜石製7レサ

明染付碗 弥生~土師器 壷(15)うち在地(1)
瓦類 平(格子叩き) 費(19)、費 x壷(1)

石製品 撤(1) 小型丸底藷(1)、前坪(12)

弥生~土師器 高坪、布留系費 支脚 (2)、壷 x鉢(1)

手づくね鉢 (2)、器台(1)
暗灰色土 小壷 (2)、鉢 (3)

須恵器 杯査cl、c2(IIIB)、費、両杯 S-2腐食土
土師器 甑、費、手づくね鼓型

瓦器 碗、壷 石製品 黒曜石製フレーク

越州窯系青磁 碗11片 弥生~土師器 片

龍泉窯系青磁 碗I片

皿片 S-3腐食土
同安窯系青磁 碗片

土製品 メンコ(近世~近代陶器)、瓦玉 弥生~土師器 ひきご型壷(I)

白磁 碗VIII、IV
片 S-5黒灰色粘

土師質土器 鍋

瓦質土器 スリ鉢 弥生~土師掛 費 x藷片

陶器 褐紬聾(近世--)

スリ鉢(近世"") S-5埋土
盤(近世--)

小壷(新安期中国産か) 弥生~土師器 庄内系費、短頚壷

青花 肥前系碗、皿

赤絵碗 S-8 
印版手碗

瓦類 丸、平 弥生~土師器 布留系費片、小坪、小壷

石製品 黒曜石製フレーク、安山岩製ブレーク 複合口縁壷

蟻 (2)

弥生~土師器 費 S-9 

弥生~土師器 布留系裂片、高杯、坪
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 2 

S-lO S-18 

弥生~土師器 布留系費、平底費、坪 弥生~土師器 布留系聾片、高坪片

S-lO黒灰色土 S-19黒灰色土

弥生~土師器 聾片 須恵器 蜜(内面すり消し)

弥生~土師器 布儒系費、大費(叩き有)

S-l1黒色土 高坪

土製品 当て具? S-19茶褐色粘

石製品 安山岩製フレーク

弥生~士師器 費、高杯、丸底壷、山陰系謹 土師器 坪

小型特殊器台、亦 弥生~土師器 布留系聾片

S-12黒色粘 S-19暗褐色土

土製品 焼土塊 弥生~土師器 布留系片

石製品 砂岩製砥石

弥生~土師器 布留系費、壷、小型丸底壷 S-20 

高坪

白磁 碗IV(1) 

S-13黒灰色砂 石製品 黒曜石製織

弥生~土師器 費片、壷片

須恵器 杯c3、c2

陶器 ナマコ柚皿(近代~現代) S-20黒色土

碗

青花 肥前系丸碗 須恵器 壷片、聾片、坪a

弥生~土師器 布留系費、小型丸底壷、小壷 土師器 片

小型特殊器台 石製品 黒曜石製フレーク

弥生~土師器 高坪

S-14 

S-21黒色土

弥生~土師器 布留系費、大費

弥生~土師器 費、布留系費、庄内系壷

S-15 

S-22 

土師器 片

陶器 妬器鉢? 弥生~土師器 片

S-16 S-23 

弥生~土師器 庄内系費、布留系聾 土師器 片

白磁 小碗(近世~現代)

S-17 弥生~土師器 片

弥生~土師器 布留系費、高坪
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 3 

S-23暗灰色土 S-31 

須恵器 杯蓋2、3、費、坪c3 須恵器 笠で::!コ，

白磁 皿VI 弥生~土師器 費

陶器 褐紬大費

アメ紬大皿、小碗 S-32 

雑柚急須蓋

妬器スリ鉢 弥生~土師器 片

ハケ手大皿(唐津系)

背花 肥前系丸碗、徳久利 S-33 

印版手碗

石製品 石英 弥生~土師器 布留系題、小型丸底藷

山陰系費、在地高坪片

S-24茶灰色土

S-34 

須恵器 杯蓋、費(内面すり消し)

土師器 杯 弥生~土師器 複合口縁藷

S-25 S-35 

須恵器 杯cl、杯蓋cl、坪(IVB、IIB) 須恵器 費、越?、坪(IVB)

土師器 片 土師器 で笠・Ef 

石製品 黒曜石製7レーク 弥生~土師器 片

弥生~土師器 費片

S-36 

S-26 

弥生~土師器 両坪片

弥生~土師器 布留系聾片、小坪片

S-37 

S-27 

石製品 安山岩製7レーク

弥生~土師器 布留系費、壷 弥生~土師器 庄内系費、布留系費、長頚壷

S-28 S-38 

須恵器 坪(IV.?) 弥生~土師器 布留系片

弥生~土師器 山陰系費片、布留系費片、壷

S-39 

S-29 

弥生~土師器 布留系片、手づくね郎片

土師器 片

S-41 

S-30 

弥生~土師器 布留系片、山陰系?

須恵器 杯(IVB) ?片

弥生~土師器 布留系費片
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 4 

S-42 S-54 

須恵器 坪(IIIB"'IVA) 土師器 片

弥生~土師器 布留系

S-56 

S-43 

弥生~土師器 布留系?

須恵器 坪cl、坪(IVA?)、壷

弥生~土師器 聾 x壷片、布留系片 S-57 

S-44 土師器 費片

弥生~土師器 布留系費、山陰系費 S-58 

S-46 土師器 費?片

土製品 焼土?片

弥生~土師器 布留系聾底部片 石製品 石包丁(1)

S-47 S-59 

瓦質土器 スリ鉢片 土師器 聾片

弥生~土師器 片 陶器 常滑 x備前(1)

S-48 S-62 

須恵器 費片 須恵器 坪

土師器 片 黒色土器A 片

S-49 S-63 

土師器 蜜片 須恵器 壷片

土師器 片

S-51 

S-64 

須恵器 片

土師器 片 土師器 片

陶器 ナマコ紬坪?片

S-52 

S-66 

弥生~土師器 片

土師器 聾?片

S-53 陶器 天目碗?美膿か?) 

須恵器 杯蓋cl S-67 

土師器 費?片
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 5 

S-68 S-79 

土師器 片 土師器 片

青花 肥前系染付片

S-69 

S-80 
須恵器 片

土師器 費片 須恵器 聾片

白磁 碗片

S-71 弥生~土師器 大費片

土師器 費片 S-81 
石製品 泥岩片(もと砥石か)

須恵器 坪片

S-72 土師器 坪片

白磁 片 S-82 

弥生~士師器 壷片

土師器 片

S-73 弥生~土師器 片

土師器 片 S-83 

弥生~土師器 布留系片

土師器 片

S-74 弥生~土師器 片

須恵器 杯片、費片 S-84 
土師器 片

陶器 褐紬瓶 須恵器 片

雑紬坪 土師器 片

青花 肥前系小皿

S-86 

S-76 
土師器 片

土師器 坪 弥生~土師器 片

S-77 S-87 

土師器 片 須恵器 費片、坪c

石製品 輝緑凝灰岩製石包丁 土師器 杯axb

龍泉窯系青磁 碗I・5・b

S-78 瓦質土器 士鈴、スリ鉢

須恵器 杯c3
土師器 片

一一
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 6 

S-88 S-97 

須恵器 聾片 須恵器 郎?片、建片

土師器 片 石製品 軽石片

弥生~土師器 片 弥生~土師器 片

S-89 S-98 

弥生~土師器 費×壷片 須恵器 聾片

S-91 S-99 

須恵器 費 x壷片 土師器 杯

土師器 片

白磁 片 S-lOI 

青花 肥前系?片

弥生~土師器 片 須恵器 片

土製品 ふいご羽口

S-92 石製品 黒曜石製7レーク

弥生~土師器 片

須恵器 費片(内面すり消し)

土師器 片 S-102 

金属製品 鉱浮

土師器 費片

S-93 

S-103 

土師器 片

弥生~土師器 布留系 石製品 珪化木片

弥生~土師器 費×壷片

S-94 

S-l04 

須恵器 杯(IU'" IV ? ) 

弥生~土師器 高坪、杯、費x壷片

S-95淡灰色粘

S-105 

弥生~土師器 壷片

青花 肥前系碗

S-95暗茶灰色粘

S-106 

土師器 杯、高杯

須恵器 杯蓋cl

S-96 弥生~土師器 高杯

弥生~土師器 費 x壷 S-107 

白磁 杯IX

土師質土器 スリ鉢
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フケ遺跡第2次調査出土遺物一覧表 7 

S-108 

須恵器 蜜片

弥生~土師器 聾 x藷片

S-l09 

土師器 小皿イト

青花 肥前系碗

S-111 

土師器 片

青花 肥前系そば猪口片

Z 

弥生~土師器 大費(口縁部)
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フケ遺跡第3次調査出土遺物一覧表

表土 S-7 

須恵器 杯? (1) 弥生~土師器 両杯(1)

S-1 S-8 

須恵器 片 (3) 土製品 メンコ(1)

土師器 片 (5) 弥生~土師器 聾 x壷 (6)

陶器 現代陶器片(1)

弥生? 片付) S-9 

S-2 土製品 メンコ(1)

弥生~土師器 費 x壷 (2)

須恵器 費片 (2)

弥生~土師器 小型丸底壷(1) S-l1 

S-4 弥生~土師器 片 (2)

弥生~土師器 費 x壷(14)、低脚高坪(1) S-12 

S-4暗茶褐色土 弥生~土師器 鉢(1)

弥生~土師器 護 x壷 (7) S-13 

S-4黒灰色砂土 陶器 褐紬片(])

鉄軸片(1)

弥生~土師器 布留系(1)、費 x壷 (5) 弥生~土師器 片 (3)

S-6 S-16 

弥生~土師器 喪(1)、器台(1) 須恵器 師c(へラ記号有)

手づくね鉢(1)、布留系蜜(1) 陶器 雑紬片(近世~近代)

費 x壷(34) 瓦類 片(近代か?) 

石製品 泥岩製砥石(1)

S-6暗灰色土

S-16黒灰色土

弥生~土師器 費 x壷(32)、山陰系?袈片(1)
高坪(3)、壷 (2)、鉢 (2) 須恵器 翠片(1)

蜜(3)うち内面開・リ(1)、叩き(1) 弥生~土師器 片(7)
器台(3)
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フケ遺跡第4次調査出土遺物一覧表

表土 S-5a 

須恵器 費、杯、杯c2、杯c3、壷 弥生~土師器 護 x壷(10)、聾(叩き有)(1) 

土師器 坪aイト(1)
龍泉窯系青磁 碗片(1) S-5b 
白磁 碗VIII

陶器 褐紬壷(近現代) (1) 土製品 メンコ(1)

青花 染付碗、小皿 弥生~土師器 片 (3)

石製品 安山岩製7レーク

弥生~土師器 高坪(1)、費、高杯、長頚壷 S-5c 

大溝 弥生~土師器 布留系(1)、庄内系(1)

器台? (1)、費(1)、片(9)
須恵器 子持器台(1)、坪(1)

土師器 小壷

弥生~土師器 高杯(1)、費、高杯、壷

S-1灰色粘

須恵器 坪蓋3(1)、壷(1)、片(4)

金属製品 滞(1)

弥生~土師器 費、小壷

S-2 

須恵器 杯蓋3(1) 

土師器 片(1)

S-3 

須恵器 杯3(1)、費(3)、壷(1)、片(6)
白磁 近世~ (2) 

陶器 スリ鉢(近現代)(1)、坪 (2)

S-4 

弥生~土師器 布留系(1)、片(1)

ー105-



)
 
1
 
(
 

No. 器 種 遺 構 図版喬号写真番号 R脅号 口径 高き 底径 外 面 肉 面 備 考

cm cm C町1 たたきめ なで は11 よこは11下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠損、$は復原値)

弥生費 IS8215 (S-90) ∞1 17.6* 3.5+ . 
2 w 聾 11 (S-8O) α)6 ー 3.0+ . 

てO7 3 w 蜜 " (S-伺) ∞l . 3.8+ ー O 
4 n 鉢 11 (S-回) ∞6 . 3.2+ . 手短ね

5 n 器台 11 (S-60) ∞7 . 5.1+ . 
22 w 壷 IS8220 (S-92) ∞2 ー 2.3+ . O 
23 11 壷 11 (S-4O) ∞2 . 2.5+ . 
24 n 壷 11 (S-15住痕) ∞l 15.8寧 7.0+ . 

てO7 
O 
てOブ25 w 費 11 (S-I08) ∞l . 5.5+ ー U 

26 n 聾x壷 " (S-15 ) ∞7 ー 6.3+ . υ υ O 
27 11 鉢 11 (S-4O) ∞4 23.8・4.7+ . O O 
28 w 鉢 11 (S-111) ∞l 7.9* 4.4+ . O O O 
29 n 器台 " (S-92) ∞1 . 7.3+ . O O 
30 n 高原 11 (S-4O) ∞3 ー 2.4+ . 
31 w 高停 11 (S-15綴方内) ∞l ー 4.0+ . 

て芯O 7 
O 

32 111台 11 (S-I08) ∞2 . 3.5+ ー O 
IZO 7 7 46 n 壷 IS8225 (S-20) ∞2 ー 3.3+ . 

てO7 
O 

47 n 壷x費 11 (S-70) ∞3 . 2.3+ . 
48 w 費 11 (S-85) ∞l 17.0* 13.7+ . U U O 
49 須杯蓋 " (S-20) ∞3 ー 1.7+ . 
50 弥生高綜 11 (S-85) ∞2 . 4.4+ . υ υ O 
54 w IS8230 (S-65) 12 15・l ∞3 16.8 17.7 6.6 υ u 
55 11 痩 n (S-65) 12 15・1 ∞4 14.6・10.5+ . O O O υ O 
56 n 聾 H (S-75) ∞l . 2.5+ . O O O 
57 n 鉢 11 (S-125) 12 15・1 ∞2 10.2・5.3 ー υ 手短ね

58 w 原 11 (S-75) ∞2 . 3.4+ ー 手狸ね

59 11 器台 " (S-128) ∞l . 7.4+ 13.0ホ U 
回 n ひしゃく 11 (S-65) 12 15・l ∞5 11.8 6.2 . 

てO7 てOプ てυ7 
71 n 蜜 IS8235 (S-54) ∞4 . 7.7+ . O 
72 "壷 n (S-54) ∞3 . 3.7+ . O 
73 n 費 " (S-54) ∞2 . 2.0+ . O O 
74 n 島台 11 (S-1I4) ∞2 ー 3.3+ O O 
75 w 高S干 " (S-1I4) ∞I ー 2.9+ 

76 n 寝台 11 (S-54) ∞l . 6.9+ . 
てO7 

85 n 壷 IS8245 (S-35) ∞2 ー 3.9+ . O 
86 n 壷 11 (S-I09) ∞3 . 3.7+ . 
87 n 壷 " (S-35) ∞3 . 5.6+ . 
88 n 蜜 H (S-1ω) ∞2 . 4.1+ . O 

てOプ てOブ
89 古土師褒 11 (S-35) ∞5 . 3.1+ . 
90 弥生壷 " (S-I明) α)6 . 4.4+ ー U U 
91 "壷 " (S-1ω) ∞5 . 2.6+ 7.1 U 

フケ 1 次遺物観察表
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(2) 

No， 器 種 遺 m 図版番号写真番号 R番号 口径 高き 底径 外 面 内 面 備 考

cm cm cπ1 たたきめ なで はけ よこはけ下半けずりみがき なで はけけずりみがき (+は欠損、叫復原個)I 
92 弥生蜜 ISB245 (5・1ω) ∞4 . 1.7+ 5.6・ ぢO O O 
93 11 壷x聾 H (S・35) ∞l ー 2.8+ 6.6・

94 11 聾 " (S-50) ∞1 . 2.3+ 6.9市
てO7 てO7 95 古土師鉢 " (S・35) ∞4 14.7* 5.0+ . 

96 11 鉢 11 (S・1仰) ∞1 ー 2.3・ 19.6傘

98 弥生壷 ISX105 (S・105) ∞6 . 2.3+ 
104 古土師蜜x高停 IS~∞ 1 (S-1) 010 . 2.2+ . 
105 量 " (S-1) 011 . 1.7+ ー O O 
106 1/費 " (S・1) ∞9 ー 2.0+ . O O O 

」

107 弥生費 " (S-I) ∞7 ー 2.4+ 10.0ホ U υ 
108 w 費 " (S・1) 19 13・l ∞l 18.0事 18.4+ 7.4. O υ υ υ 
lω 11 褒 1/ (S-I) 19 13・l ∞2 28.0・ 16.9+ . O 
110 n 聾 H (S-1) 19 13・l ∞3 26.0. 22.6+ . O 。 υ O 
111 n 毘 H (S-I) 19 13・l ∞6 ♀7.9・ 22.7+ . O 
112 n 鉢 11 (S・1) 19 13・1 ∞4 14.4 5.2 5.1 

てて否O 才7 
てO7 

O 
113 M 鉢 11 (5-1) 19 13・1 ∞5 14.5・ 6.0 ー O 
114 11 鉢 n (S・1) ∞8 . 3.9+ . O 
117 w 壷 ISKOIO (S・10灰粘) 012 18.0* 6.2+ . O 
118 古土師小形丸底壷 H (S-1O灰粘) 011 ー 5.1+ . O 
119 弥生聾 H (S・10灰枯) ∞9 . 3.9+ ー υ 
120 古土師聾 H (S-1O灰粘) 013 . 4.5+ . υ u υ 
121 W 費 11 (S-10灰粘) ∞5 18.0* 6.5+ . υ O 外商へラ書文

122 w 小形丸底壷 11 (S・10灰粘) 015 13.0・ 3.0+ . 
123 n 聾 1/ (S・10灰粘) ∞6 15.8・ 4.1+ ー O O O 
124 n 聾 11 (S-1O灰粘) ∞2 17.6・ 2.9+ . 
125 n 聾 1/ (S-1O灰粘) ∞l 17.4傘 3.7+ . O O 
126 11 聾 11 (S-10灰粘) ∞3 15.8・ 2.5+ . 
127 1/費 11 (S・10灰粘) α)4 14.5事 4.2+ ー

てOプ128 11 建 11 (S-1O灰粘) ∞7 ー 5.5+ . 
てO7 てO7 129 n 喪 11 (S・10灰粘) 010 . 7.9+ . U υ 

130 弥生商* 11 (S-1O灰粘) 017 . 0.9+ 14.0. O 
てOプJ3l 古土師荷停 11 (S-1O灰粘) ∞8 21.0. 5.4+ . O u U 

132 弥生高原 n (S・10灰粘) 014 ー 6.5+ . 
133 H 荷停 1/ (S・10灰粘) 016 . 2.0+ ー υ 
137 古土師痩 n (S-1O患下層) ∞1 18.0* 10.3+ ー O υ υ 
138 n 小形丸底壷 1/ (S-IO) 21 13・2 ∞4 12.3 9.4+ . υ υ υ 
139 n 聾 11 (S-IO) 21 13-2 ∞3 16.0 22.4+ . 

てτOゴ7 
O 

IEO 7 7 140 n 聾 H (S・10) 21 13・2 ∞2 15.6 17.4+ . O 
てOフ141 1/費 H (S-IO) 21 13・2 ∞l 15.0 12.6+ . 

フケ 1次遺物観察表
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(3) 

No， 器 種 遺 構 図版喬号写真番号 R喬号 口径 高き 底径 外 面 内 面 備 考

cm cm cm たたきめ なで は11 よこはけ 下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠損、 eは復原値) I 
142 古土師費 ISKOIO (S-IO) ∞7 ー 8.8+ ー O O O 
143 n 喪 H (S・10) ∞6 . 4.0+ . 
144 n 高S干 11 (S・10) 21 13-2 ∞5 ー 3.9+ 9.0 O O 
152 弥生壷 ISK135 (S・135黒灰土) ∞5 . 8.3+ . U O υ 外面櫛錨文

153 古土師小形丸底蜜 " (S-135黒灰土) ∞4 9.0* 5.6+ . 仁J O 
154 n 小形丸底盈 H (S-135黒灰土) ∞6 13.2* 4.4 . u υ υ 
155 11 喪 11 (S-135黒灰土) ∞3 ー 2.5+ . 
156 弥生脚付鉢 11 (S-135黒灰土) ∞l . 4.5+ 22.2・ O 
157 11 鉢 " (S・135黒灰土) 23 14・1 ∞2 13.6* 9.5 3.4 υ O O 
158 古土師高野 H (S-135黒灰土) ∞7 ー 3.2+ ー O O 
159 n 高原 11 (S-135黒灰土) ∞9 . 7.6+ . ぢO てOブ160 弥生高亦 11 (S-135黒灰土) 23 14-1 ∞8 . 12.7+ . 

てIO5 7 
O 

161 古土師費 ISKI35 (S-135黒灰粘) ∞7 16.5・ 4.2+ . 
てOプ162 弥生 !I! H (S-135照灰給) ∞8 . 5.1+ 3.8* O 

163 n 壷 11 (S・135黒灰結) ∞5 ー 3.9+ . U U 

164 w 鉢 11 (S・135黒灰粘) α)6 . 3.7+ . U U 

165 古土師高lf 11 (S-135黒灰枯) ∞2 20.4* 5.4+ . U υ υ υ 
166 11 高杯 " (S-135県灰枯) 23 14-1 ∞I . 7.6+ 11.5 てOプ

てEO7 7 167 n 高坪 11 (S-135黒灰結) ∞3 . 1.9+ 18.8・
168 弥生高係 11 (S-135黒灰給) ∞4 . 1.8+ . O O 
169 古土師壷 11 (S-135) 24 14-1 037 15.1 29.7 . U 

てOプ てtゴJ 
170 11 小形丸底蜜 W (S-135) 028 . 3.5+ . 

ててOE 5 てO7 171 n 聾 11 (S・135) 24 14-1 018 17.3 28.0 . 

てτO7 7 
O O 外面へラ密文

172 弥生壷 11 (S・135) 031 . 3.0+ . 
てぢO 5 173 n 喪 11 (S-135) 029 . 3.6+ . 

てO7 174 !I! 11 (S-135) 030 ー 3.7+ . 
175 w 聾 11 (S-135) 032 ー 2.3+ ー O 
176 n 鉢? 11 (S・135) 024 . 3.5+ . O 

てO7 
O 

てO7 
177 n 鉢? 11 (S・135) 位6 ー 2.7+ . 
178 n 鉢 11 (S-135) 回5 . 2.9+ . U υ 
179 11 高坪 11 (S・135) 027 . 3.3+ . O O 
180 古土師高lf 11 (S・135) 但3 . 4.8+ . O O O υ 
181 弥生高杯 H (S-135) 24 14・l 019 . 10.4+ 11.8 O O 

TてOフヲ てOプ182 古土師高lf 11 (S・135) 24 14-1 020 ー 5.8+ ー O 
183 弥生高亦 11 (5-135) 021 . 8.5+ . O 
184 11 高lf " (S-135) 022 . 4.0+ . O 
185 n 高lf1 11 (S・135) 033 ー 1.7+ . 
206 n 聾 ISK217 (S・217) ∞l 17.6・3.9+ . O υ 
208 n 痩 ISK218 (S・218) ∞7 . 4.5+ . O O 
2仰 !I! ISK218 (S-218) ∞l . 6.7+ . O 

てO7 てO7 
215 古土師小形丸底壷 ~SI) 120_iS羽) ∞2 12.8・4.8+ . U O 

フケ 1 次遺物観察表
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(4) 

No. 器 種 遺 韓理 図版番号写真番号 R番号 口径 高さ 底径 外 商 内 面 備 考

cm C町1 C町1 たたきめ なで は11 よこはけ 下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠損、判ま復原値}
216 弥生聾 ISOl20 (S・194) ∞l . 5.1+ 9.0・ ぢO 

U 
217 n 聾 11 (S-96) ∞l 18.0ホ 6.6+ . O υ 
218 n 費 11 (S-I94) ∞2 ー 3.8+ . υ υ υ 
219 古土師聾 11 (S-120) ∞9 ー 1.2+ . 

てO7 
u υ υ 

220 n 建 11 (S-120) 010 . 1.5+ ー υ υ U 
221 弥生 * 11 (S-96) ∞4 7.6* 1.7 手控ね

222 古土師小型特殊寝台 11 (S・96) ∞3 ー 2.9+ U 
223 弥生器台 11 (S-120) 011 . 5.0+ 11.0・ υ υ 
224 w 器台 11 (S-120) ∞5 . 6.3+ 20.0・ U O O 
248 w 壷 IS以)36 (S・36) ∞3 11.9* 3.4+ . O O O 
255 w 費 IS以)86 (S-86) α)9 . 2.7+ 5.6事 O O 
256 w 費 11 (5-86) 013 . 6.3+ ー U υ 
257 w 費 11 (S-86) 012 . 7.8+ 幽 U O 
258 n 鉢 11 (S-86) ∞3 . 5.6+ . O O 
259 "鉢 11 (S-86) 011 15.0・， 4.1+ 幽 O O O 
2ω "鉢 11 (S-86) 020 . 2.7+ . 
261 n 高野 11 (S-86) ∞l 24.1・4.2+ . O O O U 
262 n 高杯 11 (S-86) 31 15・l ∞2 . 12.9+ 16.1・

てO7 
υ υ 

263 n 高* 11 (S-86) ∞8 . 5.8+ 15.4・ u u 
264 n 高坪 11 (S-86) ∞7 . 10.4+ . U u U 
265 n 密台 " (S・86) 015 16.8噂 5.2+ . 

てOプ てO7 
仁J

266 n 密台 11 (S-86) 014 16.7・4.2+ . u 
277 n 鉄斧 11 (S-86) 32 30・l 024 4.1 3.0 1.0 

土塊 023 

278 弥生蜜 ISDI 10 (S-IIO上層) ∞9 ー 2.5+ . O 

てEO7 7 279 n 壷 H (S-11O上層) 014 . 4.3+ . O 
280 n 壷 H (S-IIO上層) 032 ー 3.6+ . O O 
281 古土師小形丸底壷 11 (S-IIO上層) 回5 11.3・ 4.0+ ー O U 
282 n 小形丸底蜜 H (S-IIO上層) 010 . 4.2+ . O υ υ 
283 " 小形丸底壷 11 (S-IIO上層) 33 14-2 024 9.7・ 5.0+ . O υ υ O 
284 n 小形丸底壷 11 (S・110上層) 037 . 3.5+ . O 

ててO7 I 
O 

285 弥生痩 11 (S-IIO上層) 011 21.6・10.0+ . O 
286 古土師費 n (S-IIO上層) 33 14-2 ∞6 18.2* 14.3+ . O O O O 
287 • 11 (S-IIO上層) 33 14-2 033 15.6* 10.3+ . υ 
288 w 聾 11 (S・110上層) ∞8 14.7* 3.6+ . U υ υ 
289 w 費 11 (S-11O上層) 035 17.4・3.4+ . υ υ 
2叩 1/ 建 11 (S-IIO上層) ∞7 15.4・ 3.2+ . υ υ υ 
291 弥生蜜 11 (S-IIO上層) 回3 . 3.4+ . υ O O 
292 古土師費 /1 (S-11O上層) 012 14.5* 2.0+ . υ υ 
293 "聾 H (S・110上層) 034 15.0・3.5+ . O 

てO7 
O 

294 弥生保 H (S-11O上層) 33 14-2 ∞l 12.8・ 3.2 . O O 

次遺物観察表フケ 1
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No. 

295 

296 

297 

298 

299 

3∞ 
301 

302 

303 

却4

315 

316 

317 

318 

319 

320 

321 

322 

323 

324 

325 

329 

330 

331 

332 

333 

334 

335 

336 

337 

338 

339 

340 

341 

342 

343 

344 

345 

346 

347 

350 

器 種

弥生係

古土師高S干

弥生高杯

n 高跨

W 高原

11 高節

n 高停

1/ 商綜

11 高節

n 器台

古土師壷

W 費

弥生脚付鉢

古土師費

11 費

n 鹿

11 聾

弥生費

古土師費

H 費

弥生鉢

11 壷

n 蛮

'1 壷

11 登

n 蜜?

w 費

11 聾

古土師壷

弥生費

古土師!!

弥生鉢

1/鉢

H 鉢

n 鉢

1/鉢

"鉢

n 綜

w 高係

w 高跨

石製品砥石

遺 構

ISDlIO (S-IIO上層)

" (S-IIO上層)
" (S-1I0上層)
11 (S-IIO上層)

" (S-1I0上層)
" (S-IIO上層)
11 (S-IIO上層)

" (S-IIO上層)
" (S-IIO上周)
11 (S-IIO上層)

" (S-IIO下層)
" (S-IIO下層)
11 (S-IIO下層)

" (S-IIO) 
" (S-IIO) 
11 (S-IIO) 

" (S-IIO) 
" (S-IIO) 
H (S-IIO) 

" (S-IIO) 
" (S-IIO) 
ISDI30 (S-130) 

11 (S-130) 

" (S-130) 
11 (S-130) 

" (S-130) 
11 (S-I30) 

H (S-130) 

11 (S-130) 

" (S-I30) 
" (S-130) 
11 (S-130) 

11 (S-I30) 

" (S-130) 
11 (S-130) 

11 (S-I30 ) 

11 (S-130) 

11 (S-130) 

11 (S-I30) 

11 (S-I30) 

" (S-130) 

図版脅号写真番号 R番号 口径

C町1

∞2 12.6* 
34 14・2 013 . 

027 20.8牟

031 . 
∞5 . 
∞4 . 

34 14・2 036 ー

白6 . 
028 ー

∞3 ー
∞l 15.4* 
∞3 ー
∞2 . 

35 14-2 ∞2 24.2* 
∞9 ー
∞1 28.6* 
α)6 ー

∞4 . 
∞s . 
∞7 17.4傘
∞3 ー
017 17.4* 

∞9 . 
∞5 ー
∞6 . 
∞8 ー
011 22.0* 

∞1 16.8* 
018 . 
白1 . 
019 . 

∞4 16.0・
012 . 
016 ー

013 28.0・

∞7 28.0* 
015 . 
∞2 7.4・
∞3 20.4・
010 . 
020 18.0 

フケ 1次遺物観察表 (5) 

高さ 底径 外 面 内 薗 備 考

cπ1 C町1 たたきめ なで iまけ よこはl:t下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠損、市は復原個}

3.7 ー O 
ぢO 

O 
11.1+ ー

てO7 
ぢてOプ

O O 
5.2+ . O 
2.9+ ー O 
1.9+ 14.0・

TO 7 
υ 

1.3+ 11.6・ υ 
8.7+ 14.4市

2.1+ 19.0・ O 
7.2+ . O U 
3.3+ . υ υ 
4.8+ . υ O 
3.4+ ー υ O O 
2.8+ 16.0ホ υ υ 
3.3+ . υ O 
1.7+ . 
10.7+ . υ υ O 
4.1+ 国 υ O 
4.3+ 9.0 υ O 
3.8+ ー υ 
3.4+ ー υ O 
6.7+ . υ O O 
3.0+ . O O 
3.2+ ー O 

て百O 7 4.1+ . O 
TO 7 3.9+ . O 

1.9+ 4.2 
てOプ

O 
4.2+ . 

IτO 7 7 
U u 

4.4+ . O U υ 
4.1+ . υ 
2.0+ . 
1.9+ . 
6.6+ . υ O 
4.3+ . O O 
4.2+ . O O O O 

てててtゴJ 7 7 7.5+ . 
ぢO てOプ5.7+ ー

4.4+ . O 
2.6 ー υ 手短ね

4.3+ . O 。
ぢO 
O O 

7.1+ . O υ 
3.9 3.9 



(6) 

No. 器 種 遺 構 図版番号写真番号 R醤号 口径 高さ 底径 外 面 内 薗 備 考

cm cπ1 cm たたきめ なで はけ よこはけ 下半けずり みがき なで は 11 けずり みがき (+は欠損、場は復原値)

351 古土師聾 ISDl31 (S-131) ∞l . 3.8+ . 
てO7 
O O 外面に波状文

352 弥生壷 ISDl32 (S・132) ∞8 . 3.7+ . O O 
353 w 壷 " (S-132) ∞7 . 3.9+ . 

てO7 
O 

354 古土師聾 " (S-132 ) ∞5 ' 1.5+ . 
355 弥生鉢 " (S-132 ) ∞6 . 8.2+ . 

てO7 356 w 鉱 " (S-132) ∞4 . 4.2+ . 
てO7 

U 
357 w 高* " (S-132 ) ∞3 . 3.2+ . U 
3回 w 建 ISDl34 (S-134) ∞l . 2.4+ 7.8・ 仁J

361 n 蜜 ISD2∞ (S-2∞) ∞1 28.0* 8.6+ . O O 
362 古土師小型丸底蜜 " (S-2∞) 010 ー 4.7+ . U υ U ω 
363 1/ 小型丸底蜜 " (S-2∞) ∞6 10.0ホ 4.5+ . υ O 
364 弥生壷 " (S-2∞) ∞4 ー 2.2+ . υ υ 
365 n 壷 " (S-2∞) 016 . 2.4+ . 
お6 w 喪 " (S-2∞) ∞3 18.0・11.8+ . O O 
367 古土師建 " (S-2∞) 011 . 4.2+ . O O 
368 n 聾 " (S-2∞) ∞9 . 2.6+ . 
369 古土師聾 ISD2∞ (S-2∞) ∞5 13.0ホ 2.8+ . O u U 
370 弥生鉢 " (S-2∞) ∞2 9.0・4.1+ . 手袋ね

371 古土師高停 W (S-2∞) ∞7 ー 2.8+ . O 
372 弥生寝台 H (S-2∞). ∞8 . 7.3+ . 
374 石製品不明製品 11 (S-2∞) 018 1.4 1.7 0.75 

378 n 石斧 11 (S-2∞) 017 17.9 9.0 4.0 

379 弥生鉢 ISD205 (S-205) ∞l 12.0・4.2+ . 
380 n 高* ISXI12 (S-1I2) ∞l . 4.1+ . 

てO7 
O O 

381 n 密台 W (S・112) ∞2 
てO7 

O 
385 w 費 ISX202 (S-202) ∞l . 5.7+ . O 
386 1/ 壷 灰色土 (灰色土) 015 . 2.9+ . 竹管文あり

387 1/ 蜜 " (灰色土) ∞2 17.0* 11.4+ . O O 
388 古土師小型丸底壷 W (灰色土) ∞7 11.8* 5.4+ . υ υ υ 
389 n 壷 " (灰色土) 033 ー 4.0+ ー υ υ υ 
3叩 弥生聾 W (灰色土) 019 27.0* 5.0+ . υ υ υ 
391 1/喪 " (灰色土) ∞5 22.7・10.0+ . O O υ 
392 古土師聾 " (灰色土) 027 15.6・2.5+ . 
393 弥生壷 " (灰色土) ∞s ー 4.3+ ー O O 

てGフ394 1/鉢 " (灰色土) 031 18.1・ 8.9+ . O O 
395 1/ 鉢 " (灰色土) 017 . 3.0+ . υ υ υ υ 
396 W 高原 " (灰色土) ∞3 24.6* 3.9+ . υ U υ υ 
397 W 商S干 " (灰色土〉 α)4 ー 4.0+ . O O 内外面に晴文

398 1/ 荷停 " (灰色土) ∞6 . 9.7+. . 
TO 7 

O 
3開 w 高S干 " (灰色土) 016 . 3.9+ . 

O時 てOア
4∞ n 支卿 // (灰色土) 41 15・1 α)9 6.9+ 7.9+ L9 

フケ 1次遺物観察表
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(7) 

No. 器 種 遺 構 図版番号 写真番号 R番号 口径 高さ 底径 外 国 肉 商 備 考

C町1 cm cm たたきめ なで はけ よこはけ 下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠損、*は復原倒}

401 須壷x界c 灰色土 (灰色土) ∞l . 1.7+ 7.4ホ
402 須賀鉢 11 (灰色土) 018 . 3.0+ . 
418 石製品 ~J片 11 (灰色土) 032 4.6 4.2 1.15 安山岩

419 弥生蜜 表土 (表土) ∞s 13.6* 5.6+ . O O 
ちO 
O 

420 w 費 " (表土) 013 . 2.1+ 8.4* 
421 "鉢 H (表土) 017 16.5* 3.2+ . υ υ 
422 n 資 11 (表土) ∞l 17.0* 6.5+ ー υ O υ U 
423 古土師現 11 (表土) ∞3 . 5.3+ 5.5 υ υ 
424 w 建 11 (表土) ∞5 . 5.0+ 5.6牟 O O 
425 弥生費 H (表土) ∞4 . 4.0+ 6.4命
426 n 聾 H (表土) 012 . 9.5+ . O O 
427 n 高原 11 (表土) ∞2 13.4* 3.6+ . u 

てOプ428 古土師小型特殊密台 11 (表土) 44 15・1 α)(j . 6.1+ 12.0* 
TO フ429 弥生高原 W (表土) ∞7 . 8.3+ 13.0・ O 仁J u 

430 須蓋3 M (表土) 018 " 1.0+ ー

431 n 恥 H (表土) 019 . 1.9+ 8.2* 
432 青磁碗 11 (表土) 016 . 5.2+ ー 同安窯系

433 陶密碗 n (表土) 015 ー 3.5+ . 近世

441 石製品砥石 11 (表土) 023 7.2 8.7 1.4 

442 弥生壷 その他 (S・176) ∞l 20.6・ 9.4+ . O O 

Iて万O Z ヲ

刻目文

443 n 丸底蜜 11 (S-44) 47 15・l ∞l 14.4* 9.5 ー O O O 
444 古土師小型丸底蜜 11 (S-47) ∞1 14.0. 6.1+ ー O 
445 弥生蜜 n (S-176) ∞2 . 2.6+ . 

ててOヲヲ
てO7 斜6 w 費 " (S-116) ∞l . 8.1+ . u 

447 "聾 H (S-73) ∞l 13.9・ 10.4 . u u u 
448 n 艶 11 (S-74) ∞1 16.8・ 7.5+ . υ U υ υ 
449 n 痩 11 (S-14) ∞2 12.0傘 3.3+ ー O 

ぢO 
450 w 壷 11 (S-39) ∞l 10.8* 3.1+ . O 
451 古土師費 11 (S-219) ∞l 16.4・ 3.0+ . 
452 "壷? 11 (S-8) ∞2 . 1.1+ . ぢO 

O 
453 弥生聾 11 (S-28) ∞1 . 3.2+ ー 刻目文

454 n 壷 11 (S-6) ∞1 ー 3.2+ ー
TO 7 てO7 てOプ455 弥生壷 n (S-3) ∞l . 4.2+ . 

456 w 艶 11 (S・8) ∞l . 2.7+ . O u 
457 "聾 11 (S-I96) ∞l ー 4.3+ . ιJ u 
458 n 壷 11 (S-176) ∞3 . 2.8+ . υ U 手鐙ね

459 n 鉢 11 (S-74) ∞2 . 2.7+ ' O O υ 
4回 w 高S干 " (S-112) ∞l . 4.1+ . O O 
461 w 寝台 " (S-159) ∞l 12.9* 13.4+ . O O O O O 
540 石製品砥石 " (S-76) ∞8 2.6 4.4 L三と

フケ 1次遺物観察表
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フケ 2 次遺物観軍需表 (1)

No. 器 種 遺 構 図版番号 写真番号 R喬号 口径 高さ 底径 外 面 内 面 備 考

cm cm cm たたきめ なで はけ よこは11下半けずり みがき なで は11 けずり みがき (+は欠錦、取は復原値)

弥生登 2SD∞1 (S・1)黒色土 60 24-1 ∞7 23.8* 6.4+ . () υ 
2 "壷 " (S-I)黒色土 60 24・l ∞4 22.0・ 11.1+ . O υ υ υ 刻目

3 "壷 " (S・1)黒色土 回 24・l 011 . 4.4+ ー υ 。 刻目

4 "壷 " (S-I)黒色土 60 24・l ∞3 23.7・ 3.7+ . υ O O 刻目

5 "壷 // (S-I)黒色土 010 ー 3.8+ . 
6 古土師壷 // (S-I)黒色土 60 24-1 ∞8 . 5.8+ . O 

ててO7 7 
O 

7 弥生壷 // (S・1)黒色土 ∞5 15.7・ 3.9+ ー
ちてO7 8 '/壷 " (S-I)黒色土 60 24・l 佃7 11.2・ 6.8+ . O 

9 "壷 " (S・1)黒色土 佃6 12.1・ 3.6+ . 

てちで方方O ヲヲ

10 "壷 " (S・3)腐植土 ∞l . 4.5+ ー
11 "蛋 " (S・1)黒色土 60 23・l 016 ー 11.1+ . O O 

てOプ
ててEO7 7 7 

12 "壷 " (S-I)黒色土 同 23・l 036 ー 9.4+ . O 3 O 
13 古土師小型丸底蜜 " (S・1)黒色土 017 9.4事 5.0+ . 
14 弥生壷 " (S・1)黒色土 039 . 5.7+ ー O O 
15 "費 " (S・1)黒色土 的 24・l ∞2 . 6.3+ . 

てO7 
O 

16 "費 " (S・1)黒色土 60 24・l ∞l . 8.2+ . O U 
17 "費 " (S・1)黒色土 ∞6 . 19.0+ 開 U υ υ U 刻目

18 "聾 " (S・1)黒色土 054 16.0・ 5.9+ . υ υ υ 
19 古土師聾 " (S-I)黒色土 056 13.9* 6.0+ . υ υ O O 
20 弥生費 " (S・1)黒色土 055 ー 5.8+ . O 

てO7 
Tちて万O 7 7 

21 "費 " (S-I)黒色土 013 ー 5.9+ . O O 
22 "蛮 x費 " (S-I)黒色土 014 ー 4.3+ 7.8・ υ 
23 "費 " (S-1)黒色土 020 ' 5.0+ 6.3 

てO7 24 古土師費 " (S・1)黒色土 057 . 4.4+ . 
I5 O 7 25 "費 " (S・1)黒色土 ω 24・l 053 17.6・ 4.7+ . O O O O 

26 "費 " (S-I)黒色土 ω 24-1 050 
. 4.4+ ー O 

27 "費 " (S-I)黒色土 61 24・1 051 . 3.2+ ー

てTUTU コ3 3 
てυフ

υ 
28 w 費 " (S-I)黒色土 052 . 2.8+ ー
29 "費 " 0・1)黒色土 049 ー 4.1+ . O 

てOプ30 "現 11 (S-I)黒色土 059 . 4.7+ . O O 波状文

31 弥生現 " (S-I)黒色土 015 15.4ホ 2.9+ . O 
32 古土師聾 11 (S・1)黒色土 012 . 10.3+ ー O O 仁J
33 n 費 11 (S・1)黒色土 61 24・l 062 15.4・ 4.5+ . O U υ 
34 "費 11 (S-I)黒色土 回 24-1 価4 14.8・ 5.2+ . U υ υ 
35 "費 11 (S-I)黒色土 伐iO . 3.9+ ー υ υ 
36 n 現 11 (S・1)黒色土 61 24・1 061 . 5.3+ ー O O O 
37 "吏 H (S-I)黒色土 065 . 4.3+ . 
38 "聾 M (S・1)黒色土 059 . 4.9+ . 

てEO7 7 てOプ
O 

39 "聾 H (S・1)黒色土 063 . 4.3+ . 
40 n 喪 11 (S・1)黒色土 ∞9 . 4.2+ ー O 
41 n 鉢 (S・1)黒色土 61 23・l 024 12.0・ 4.8+ . () u () 手控ね

'--一w
'



フケ 2 次遺物観察表 (2)

No. 器 糧 遺 構 図版喬号 写真番号 R番号 口径 高き 底径 外 面 内 面 備 考

cm C町1 cm たたきめ なで はけ よこはけ下半けずりみがき なで はけけずりみがき (+は欠損、$は復原値) I 

42 弥生鉢 2S0∞1 (S・1)黒色土 as 12.0* 4.9+ . O 
O O 

O 
43 "録 " (S-I)黒色土 61 23・2 白5 8.0 4.0 ー 手提ね

44 n 鉢 11 (S・1)黒色土 068 20.6* 6.4+ . O O 
45 、古土師蜜x鉢 11 (S-I)黒色土 61 23・2 021 . 2.2+ 3.7 u 
46 弥生高野 11 (S-I)黒色土 034 28.4市 6.3+ . O O υ ιJ 
47 n 高原 11 (S-I)黒色土 62 23・2 035 . 10.6+ . O 
48 w 高野 H (S-I)黒色土 62 23・2 037 ー 9.5+ . 

てててOフ7 7 

u 
49 w 高原 " (S-I)黒色土 62 23・2 022 ー 6.7+ ー U υ 
50 n 高原 H (S-I)黒色土 62 23・2 030 . 11.1+ . 
51 古土師商品干 H (S-I)黒色土 62 23-2 028 . 6.8+ . U υ U 
52 H 高杯 " (S-I)黒色土 62 23・2 029 ー 7.4・ . O U u 
53 弥生高JF 11 (S-I)黒色土 62 23・2 023 ー 4.2+ . O υ 
54 古土師高杯 " (S・1)黒色土 62 23-2 032 . 3.0+ ー O O 
55 弥生高原 H (S・1)黒色土 62 23-2 031 . 5.3+ . 。 O 
56 " 高停 " (S-I)黒色土 62 23・2 018 ー 2.5+ 7.4 U O O 
57 H 高杯 11 (S-I)黒色土 62 23・2 回7 . 2.5+ 11.0牟 O O 
58 a台 H (S・1)黒色土 026 ー 8.3+ 11.1ホ υ O O 
59 " 支脚 " (S-I)黒色土 62 23・l 019 ー 7.7+ . O 
的 w 支脚 11 (S・1)黒色土 033 . 5.6+ 10.0・ O O 
61 須綜蓋cl H (S-I)黒色土 043 12.9 3.5 . 
62 " 跨査 " (S-I)黒色土 62 24-2 042 15.1+・2.8+ . 
63 干蓋 " (S・1)黒色土 加4 11.2ホ u恥 . 
64 11 亦a)(c " (S・1)黒色土 041 ー 3.3+ . 
65 白磁皿IX-l 11 (S-I)黒色土 62 24・2 ωo 7.9・ 1.5 5.2 中国殴器

66 集付丸碗 " (S・1)黒色土 045 ー 3.0 ー 肥前系磁窃

67 石製品石斧 " (S-I)黒色土 62 30-1 加8 13.5 5.4 1.7 緑色片岩製

68 11 石蟻 " (S・1)黒色土 046 1.9 1.7 0.25 

69 n 管玉 11 (S-1)黒色土 62 30-1 069 2.2 0.6 0.6 

157 土製品不明土製品 " (S-1)黒色土 67 25・l 072 3.7 3.6 3.3 

158 石製品浮子 " (S-1)黒色土 67 30・l 047 5.8 4.0 2.4 軽石

70 古土師聾 2S0∞8 (S-8) ∞3 . 3.3+ . U υ 
71 弥生翌 H (S-8) ∞2 . 2.6+ . 
72 H 丸底蜜 11 (S-8) ∞1 11.0・3.3+ . O O 
73 土師壷 2S0011 (S-I1)黒色土 63 25・2 052 17.3・18.4+ . 

てOプ
O 
てOプ
O 

74 弥生壷 11 (S・11)黒色土 63 25-2 048 24.1‘ 18.7+ . 
75 n 壷 W (S・11)黒色土 ∞6 . 4.8+ . O O 
76 n 壷 " (S・11)碕灰砂 ∞4 ー 2.2+ . O O 
77 "蜜 " (S-II)黒色土 63 25-2 ∞9 20.7・6.9+ . O 
78 古土師壷 11 (S-II)黒色土 63 25・2 035 ー 11.2+ ー O O O 
79 n 小型丸底壷 " (S-II)黒色土 63 2S・2 ∞3 10.6 3.7+ . O υ U υ 
加 11 蛮 " (S・11)黒色土 63 25・2 042 . 7.7+ . O υ υ υ 櫛錨文

---hヤ



フケ 2 次遺物観寮表 (3)

器 種 遺 構 図版番号写真番号 R番号 口径 高さ 底径 外 商 肉 面 備 考

cm cπ1 C町1 たたきめ なで はけ よこはけ 下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠銅. *は復原値)

81 古土師蜜 2SDOII (S-II)黒色土 63 26・2 053 拓本のみ

82 "壷 " (S-II)黒色土 63 26・2 055 " 
83 "壷 " (~・ 11)黒色土 63 26・2 057 " 
84 w 蛮 " (S-II)黒色土 63 26-2 056 H 

85 n 壷 " (S-1I)黒色土 63 26-2 054 " 
86 n 艶 " (S-II)黒色土 64 25・2 016 17.9・11.9+ . u υ O O O 
87 "費 " (S-1I)黒色土 64 26・2 020 15.4* 5.7+ . u 

百万O 88 H 聾 " (S-1I)黒色土 64 26・2 023 12.0* 4.2+ . υ 
89 "費 " (S-II)黒色土 025 13.0・31.+ . O O 
90 n 聾 " (S-11)暗灰砂 ∞s 12.8・4.2+ . O 

てO7 91 H 聾 " (S-II)黒色土 回4 15.6寧 2.7+ .困 O 
92 "費 " (S-1I)黒色土 018 18.0・3.0+ ー
93 "聾 " (S-II)黒色土 034 18.8 2.8+ . 
94 "痩 " (S-II)黒色土 033 19.0・4.3+ . O O 
95 n 聾 " (S-II)黒色土 030 18.9* 2.3+ . O 
96 "費 " (S-II)黒色土 031 17.0* 2.1+ . 
97 "費 " (S-II)黒色土 032 14.8* 2.9+ . O 
98 "建 " (S-II)黒色土 037 17.0・2.2+ . 

ぢててO7 ヲ
99 11 褒 " (S-II)黒色土 038 . 2.2+ ー
l∞ H 鍵 " (S-II)黒色土 039 . 2.6+ ー O 
101 H 費 " (S-1I)黒色土 029 . 4.0+ 
¥02 "費 " (S-II)黒色土 例。 ー 1.7+ . 

てOブ¥03 n 聾 " (S-II)黒色土 041 ー 3.2+ ー
104 "聾 " (S-II)&音灰砂 ∞7 ー 3.3+ . υ 
¥05 "聾 " (S-II)黒色土 64 26-2 ∞l . 6目6+ . υ υ 

てOフ
波状文

106 "費 " (S-1I)黒色土 64 26・2 ∞2 . 6.2+ ー υ 平行条線

¥07 "坪 " (S-II)黒色土 加4 J3.5* 1.9+ ー O O 
¥08 "亦 " (S-1I)黒色土 046 ー 3.8+ . 

てOプ
O O 

¥09 干 " (S-II)黒色土 64 25・2 加3 11.2* 3.0+ . υ υ 
1¥0 "停 " (S-II)黒色土 64 25・2 045 11.4・3.8+ ー U υ υ 
III 弥生鉢 H (S-II)黒色土 ∞7 . 2.3+ ー u O 
112 古土師鉢 H (S-1I)黒色土 017 ー 3.1+ . U υ 
113 弥生高亦 " (S-II)黒色土 伐首3 . 5.0+ ー u υ 
114 古土師高if " (S-II)黒色土 014 29.2* 5.1+ . O O O υ 
115 " 高杯 " (S-II)黒色土 013 . 3.5+ ー υ U υ 
116 "高if " (S-I ¥)黒色土 012 . 4.4+ ー U 
117 n 荷停 " (S-II)黒色土 010 21.5・6.1+ . 。 υ O υ 

てて否O 7 7 
118 " 高杯 " (S-II)黒色土 65 26-1 050 21.0 14.5+ 12.6 

てOプ119 " 高原 " (S-II)黒色土 015 ー 3.5+ . O O O 
120 n 高原 " (S-II)黒色土 011 ー 4.4+ . O 
121 n 筒S干 " (S-Il)黒色土 65 26-1 回l ー 8.2+ 14.2・ O O O O O 

t--u' 



フケ 2 次遺物観宗表 (4)

No. 器 種 遺 構 図版番号写真番号 R番号 口径 高き 底径 外 商 内 面 備 考

cπ1 C口1 cm たたきめ なで はけ よこは11下半けずり みがき なで はけ けずり みがき Hは欠損、命は復原健)

122 古土師高杯 2SD011 (S・ll'I黒色土 019 ー 4.7+ 18.0* υ O O 
123 弥生高野 11 (S-II)暗灰砂 ∞3 . 3.0+ . O υ O 
124 n 高係 11 (S-11)黒色土 059 . 3.0+ 20.6* O U O O 
125 11 高亦 /1 (S-I I)黒色土 026 . 5.1+ 26.0・ υ O O O 
126 古土師高原 H (S-II)黒色土 028 . 3.8+ 12.0・ O O 
127 11 高節 11 (S-II)黒色土 65 26-1 ∞5 . 4.2+ 22.0* ぢO てOプ てO7 128 w 高jf 11 (S-11)黒色土 65 26-1 ∞4 ー 5.0+ 20.6* 

129 1/ 小型特殊寝台 11 (S-ll)黒色土 027 10.0・1.8+ . 
130 n 小型特殊器台 H (S-11)黒色土 65 26-1 022 10.0 7.7 12.1 O O O 
131 H 小型特殊寝台 H (S-II)黒色土 ∞8 ー 1.3+ . 
132 弥生脚状土製品 /1 (S-II)黒色土 032 . 5.1 4.2 O 
159 石製品書~片 11 (S-II)黒色土 047 3.4 4.6 1.3 安山岩

133 11 石簸 2S0但o(S-20) ∞l 2.0 1.7 0.3 黒咽石

134 染付碗 2S0023 (S-23)晴灰土 66 27・2 α)6 . 1.1+ 3.0・ 肥前硲濁近代

135 n 碗 H (S-23)暗灰土 66 27-2 ∞4 9.6・4.1+ . 肥前磁器

136 11 小碗 /1 (S-23)暗灰土 66 27・2 ∞l . 2.7+ 2.9 肥前m器染付ヲ

137 11 碗 11 (S-23)晴灰土 66 27・2 ∞5 . 2.9+ 4.0・ 肥前磁濁

138 n 鉢 /1 (S-23)暗灰土 66 27・2 ∞3 11.5・4.4+ . 肥前殴密

139 育硲碗 /1 (S-23)暗灰土

“ 
27・2 ∞2 9.8寧 3.2+ ー 肥前硲密

140 陶器褐納葦 W (S-23)暗灰土 66 27・2 ∞7 8.9ホ 1.4+ . 国産陶密

141 n 姻鉢 /1 (S-23)暗灰土 66 27・2 ∞8 . 4.6+ . 国産陶磁

142 須 jf蓋 2SD025 (S-24)茶灰土 ∞3 . 2.4+ . 
143 jf蓋 /1 (S-24)茶灰土 ∞2 . 2.0+ . 
144 弥生原 H (S-24)茶灰土 ∞l 11.0・3.9+ . O 弥生x土師密

145 須絡蓋 11 (S-25) ∞5 9.0・1.7+ . 
146 W 蓋 11 (S-25) 66 28・l 氏)6 16.0 3.2 . 
147 n 跨c高台 11 (S・25) ∞3 10.0. 0.8+ . 
148 n 董 n (S-25) ∞1 . 4.1+ . 
149 W 跨 11 (S-25) 66 28-2 ∞2 13.0・2.2+ . 
150 干身 H (S・25) 66 28・2 ∞4 13.2* 3.3 . ヘラ記号あり

151 jf身 2s以)28(S-28) 66 28・2 ∞I . 1.8+ . 
152 n 痩 2Soo31 (S・31) ∞l 21.8* 5.3+ . 
153 干身 2S0035 (S-35) ∞I . 2.3+ 画

154 古土師費 2SD037 (S・37) ∞I . 4.0+ . O 黒色顔"

155 須原 2S0035 (S・35) ∞l . ー . 
156 jf 2SD043 (S・43) ∞l 白 1.3+ 5.2・
160 陶留褐粕鉢x痩 2SKOl5 (S・15)暗茶土 ∞l . 5.0+ . 国産陶窃

161 古土師鉢 2SK026 (S・26) ∞1 13.2. 3.1+ . 
162 古土師小型丸底蜜 2SK033 (S・33) ∞2 ー 3.8+ ー υ O O 
163 弥生壷 11 (S-33) ∞l . 3.3+ . 。
164 土師停 2SK095 (S・95)暗茶灰枯 ∞1 14目O. 4.3+ . O 

一一
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フケ 2 次遺物観聖書表 (5)

No， 場 種 遺 機 図版喬号写真脅号 R喬号 口径 高さ 底径 外 面 内 面 備 考

cm cm cπ1 たたきめ なで は11 よこはけ 下半けずり みがき なで は11 けずり みがき (+は欠領‘傘iま復原値}
165 弥生壷 2SX∞5 (S-5)埋土 ∞l 10.9・ 3.7+ . O 
H活 w 不明 2SX∞9 (S・9) ∞2 24.1・ 3.7+ ー υ 
167 11 不明 11 (S-9) ∞3 . 2.3+ . 
168 土師跨 H (S-9) ∞l 12.9 3.1+ . O U U 
169 弥生聾 2SXOlO (S-IO) ∞l . 2.8+ . U O 
170 土師鉢 H (S-IO) ∞2 . 2.5+ . 
171 n 蜜 2SXOl6 (S-16) ∞2 . 2.6+ . 
172 古土師聾 H (S-16) ∞l . 2.6+ . O υ 
173 弥生聾 2SX但7(S・27) ∞2 15.0・ 3.5+ . 
174 1/聾 11 (S-27) ∞1 17.0・ 3.3+ . 
175 須杯 2SX030 (S・30) ∞l 1.7+ . . 
176 古土師小型丸底壷 2SXOl2 (S-12)黒色粘 70 27・I ∞6 12.0・ 4.8+ . O O 
177 w 費 11 (S-12 )黒色粘 70 27・l ∞3 18.0・ 10.2 ー υ 
178 弥生費 11 (S-12 )黒色粘 70 27・l ∞5 . 12.5+ . O U O 
179 古土師高Jf 11 (S-12 )黒色給 ∞4 . . . O 
180 w 高原 11 (S-12 )黒色粘 70 27・1 ∞l . 12.1+ ー O O 
181 弥生壷 2SX021 (S-21)黒色土 ∞2 . 2.1+ . O O O 
182 土師鉢 H (S-19)茶褐粘 ∞l . 3.5+ . O υ 
183 弥生壷 H (S・21)黒色土 ∞l 13.0+ 2.7 . 
184 木製品杭 H (S-19 )抗 ∞l 4.4 4目。
185 n 杭 H (S-19 )抗 ∞2 4.7 4.0 
186 弥生壷 2SX034 (S-34) ∞l 23.8・ 6.1+ . O O υ υ 
187 1/壷 2SX倒4 (S-44) ∞1 . 3.1+ . υ 
188 古土師聾 11 (S・44) ∞2 . 3.1+ . O υ 
189 瓦質鋼鉢 11 (S-47) ∞1 . 0.4+ . 
190 須蓋 2SX053 (S-53) 71 28・l ∞1 17.1 3.4 . 
191 石製品石包丁 2SX058 (S-58) 71 30・l ∞1 3.8 6.4 0.6 
192 金属銅銭 2SX061 (S-61) 71 30-1 ∞l 2.5 2.5 0.1 
193 磁密扱付皿 2SX074 (S-174) ∞l . 2.8+ ー 肥前磁濁

194 土師跨 2SX076 (S-76) ∞1 13.2* 5.7+ . O υ 黒色顔料内面塗布
195 干 2SX076 (S・76) ∞2 . 3.9+ ー u υ 
196 Jf 2SXα~ (S・99) ∞l 12.2・ 3.7+ . υ O 
197 土製品フイゴ羽口 2SXIOI (S-IOI) ∞l 3.1 3.2 1.8 

198 石製品石蟻 暗灰色土晴灰色土 72 3Cト2 016 2.5 2.1 0.4 

199 n 石蟻 11 暗灰色土 72 30-2 017 3.8 2.1 0.4 

2∞ 1/ 石厳 11 暗灰色土 72 30-2 010 2.1 1.2 0.3 安山岩

201 須杯 11 暗灰色土 015 10.1・ 3.7+ . 
202 干 n 暗灰色土 018 17.5・ 1.4 . 
203 11 聾 n 暗灰色土 ∞3 . 2.2+ . ヘラ錨き

204 青磁碗 H 暗灰色土 72 29 ∞8 . 1.9+ 9.0事 産量州窯系宵磁

205 白磁碗 /1 暗灰色土 72 29 ∞2 ー 2.8+ 6.4ホ 中国磁密

'-一司'



フケ 2 次遺物観宗表 (6)

No. 密 組 遺 m 図版番号写真香号 R番号 口径 高さ 底径 外 商 内 函 備 考

C町1 C町1 cπ1 たたきめ なで はけ よこは11下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠娘、*は復原個}
2白 青磁碗 時灰色土晴灰色土 72 29 ∞2 . 2.3+ 6.0* 寵泉窯系背信

207 11 硯 11 (S-87 ) ∞l 9.0・4.1+ . 飽泉窯系脅僅

208 白磁皿IX-l 11 暗灰色土 72 29 ∞5 8.6・ 1.5 5.2・ 中国磁寝

209 n 皿VIl 11 暗灰色土 ∞6 . 0.9+ 4.2愉 中国磁器

210 須賀鉢 11 時灰色土 72 29 ∞l 25.2・2.7+ . 
211 土銅賞鍋 " 晴灰色土 72 29 014 . 5.1+ ー
212 須賀鉢 11 (S-87 ) ∞2 ー 1.6+ . 
213 m付碗 " 暗灰色土 72 29 α)9 ー 2.4+ 4.4 明染付

214 古土師寝台模造局 11 暗灰色土 012 . 2.8+ 2.6・ 手短ね

215 瓦貿鈴 " (S-87 ) 72 30・1 ∞3 2.5 2.6 0.3 
217 金属キセル 11 暗灰色土 72 30・1 ∞4 1.0 5.9 . 
218 瓦瓦玉 " 暗灰色土 013 2.7 2.8 1.9 

219 石製品石鍍 餅土 餅土 021 2.4 1.7 0.5 

220 弥生大建 11 初土 017 . 4.4+ ー O 
221 古土師高節 " 餅土 011 . 2.7+ . U O υ 
222 mv付鉢ヲ 11 務土 013 ー ー . υ υ 
223 11 高亦 " 緋土 012 . 8.0+ . υ O O 
224 須 卿付鉢 11 務土 ∞9 ー 1.5+ 8.8* 

225 弥生鉢 11 耕土 014 9.2* 5.0 3.4 手銀ね

226 土師鉢 " 鰐土 73 28-2 015 13.3* 7.7 7.4 

227 1/ 脚付鉢 11 務土 010 . 4.5+ 9.0* O O O O 
228 須葦 " 緋土 ∞8 14.8・2.0+ 
229 n 蓋 11 総土 018 17.0* 1.4+ 

230 11 郎 " 耕土 ∞5 . 1.2+ 9.3* 
231 iF " 緋土 ∞6 ー 2.4+ 10.6事

232 11 卸 11 緋土 ∞4 . 2.2+ 9.8* 
233 W 書干 " 緋土 ∞7 . 2.0+ 11.2事
234 瓦平瓦 11 粉土 020 梅子叩

235 自慰皿IV " 餅土 73 29 ∞3 . 1.3+ 4.6・ 中国臨器

236 脅硲碗 H 餅土 73 29 ∞2 . 1.8+ 5.0 岡安窯系脅liIi

237 瓦寅火鉢 H 耕土 019 . 3.9+ . 
238 陶器皿 " 鱗土 73 29 ∞l 10.6* 2.5 6.6・ 古瀬戸
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フケ 3 次遺物観察表

No， 題 額 遺 構 図版番号写真番号 R香号 口径 高さ 底径 外 関 内 面 備 考

C町】 cm cm たたきめ なで はけ よこはけ 下半けずり みがき なで は 11 けずり みがき (+1;1欠領、$は復原値}
石製届砥石 3S凹 16(S-16) ∞2 8.3 5.2 1.9 

2 須壷 " (S-16) ∞I . 1.0+ . 
3 古土師高綜 3S~α)4 (S・4) ∞1 . 2.8+ . 。 O O 

てO7 4 w 鉢 3SKI凹6(S・6)暗灰色土 ∞1 17.2* 3.2+ . 
てOプ

O 
5 " 丸底壷 " (S-6) ∞2 . 3.2+ ー O u 
6 弥生器台 " (S-6) ∞3 . 3.2+ . U 
7 古土師密台 " (S-6) ∞l . 2.8+ 13.2・ O O 
8 n 高原 W (S-6)暗灰色土 ∞2 . 3.2+ 15.3・ υ ιJ υ 
9 弥生鉢 13SXOl2 (S-12) ∞l . 2.3+ . u υ 

'}】。，



フケ 4 次遺物観寝袋

No. 冨 樋 遺 m 図版番号写真醤号 R番号 口径 高さ 底径 外 面 内 面 備 考

cm cπ1 cπ1 たたきめ なで はけ よこはけ 下半けずり みがき なで はけ けずり みがき (+は欠領、$は復原値)

弥生高野 4s以)()1 (S・1)灰色粘土 ∞3 33.7・1.6+ ー

2 "費 11 (S-I)灰色粘土 ∞4 . 5.1+ . U υ υ 
3 土師丸底昂 " (S-I)灰色粘土 ∞5 . 7.1+ . U υ 
4 n 壷 11 (S-1)灰色粘土 ∞l 10.0. 5.9+ . υ υ O 
5 w 費 11 (S-1)灰色粘土 α)6 . 6.1+ . 
6 須 ・型土器 " (S-1)灰色粘土 ∞2 . 3.9+ 3.8 
7 n 界蓋 11 (S-I)灰色粘土 ∞l . 1.6+ . 
8 干董 4s以冶2 (S-2) ∞l . 0.8+ . 
9 * 4SD∞3 (S・3) ∞2 . 2.1+ 10.2+ 
10 陶器掃鉢 " (S-3) ∞1 . 4.6+ . 国産陶器

11 n 皿 11 (S-3) ∞3 13.2‘ 2.5+ . 国産陶器近世

12 弥生費 4SXI∞5 (S-5c) ∞4 ー 1.4+ . O O 
13 須壷 表土 表土 ∞l . 1.5+ 10.4・
14 弥生保 11 表土 ∞3 . 2.3+ 9.2・
15 自信困層 VIII " 表土 ∞2 . 2.8+ 6.5・ 中国磁器

-
-
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フケ 1 次加工土器片観察表 (1)

No， 器 種 遺 構 図版番号 写真番号 R喬号 縦 繍 厚き No， 器 樋 遺 構 図版脅号 写真密号 R番号 鮫 繍 厚さ

cπ1 cm cm cm cm C町1

6 加工土器片 ISB215 (S・日) ∞3 5.7 6.6 0.7 70 加工土犠片 ISB230 (S・65) 012 2.6 3.3 0.7 
7 11 n (S・伺) ∞2 4.1 5.4 0.8 77 11 1 SB235 (S-162) ∞l 4.6 6.3 0.6 
8 11 " (S-95) ∞1 3.6 5.1 0.9 78 11 11 (S-S4) ∞8 5.1 6.1 I.I 
9 11 " (S・80) ∞2 4.6 5.1 0.7 79 " 11 (S-114) ∞3 4.3 5.4 0.6 
10 11 n (S-8O) ∞1 5.3 5.7 0.7 80 11 11 (S-54) ∞7 2.2 3.3 0.7 
11 11 H (S・剖) ∞3 3.4 4.8 1.01 81 " n (S-S4) ∞6 3.1 3.5 0.8 
12 11 11 (S-95) ∞4 2.8 4.3 0.8 82 n n (S-54) α)9 3.3 2.6 0.5 
13 11 11 (S-日) ∞2 2.5 4.3 0.8 83 11 n (S-162) α)2 2.5 3.1 0.7 
14 11 n (S-95) ∞6 2.2 2.9 0.5 84 11 " (S-54) ∞5 3.1 4.1 1.0 
15 11 " (S・95) ∞5 2.5 3.6 0.8 97 11 ISB245 (S・1伺) ∞7 3.9 5.2 1.2 
16 11 " (S-8O) ∞5 2.0 2.0 0.5 99 11 ISXI05 (S・105) ∞2 4.1 4.5 0.8 
17 H " (S幽伺) ∞5 2.3 2.6 0.8 l∞ 11 " (S-105) ∞l 4.0 5.0 0.6 
18 H 11 (S-60) α)4 2.5 3.4 0.9 101 " " (S-105) α)4 1.9 3.0 0.7 
19 H 11 (S・95) ∞2 2.3 3.1 0.6 102 " n (S-I05) ∞3 3.2 4.7 0.6 
20 11 11 (S-95) ∞3 2.1 2.1 0.6 103 " " (S-I05) ∞5 2.3 3.7 0.61 
21 H 11 (S・80) α)4 2.7 3.1 0.7 115 " IS~∞1 (S・1) 012 2.8 3.0 0.6 
33 H 11 (S・30) ∞l 2.7 3.6 0.6 116 " 11 (S-I) 013 2.4 3.4 0.6 
M H 11 (S-15) ∞3 2.8 3.6 0.7 134 " ISKOIO (S-IO炭層以下) ∞l 4.1 4.9 0.9 
35 11 11 (S・15) ∞2 2.6 3.9 0.7 135 " 11 (S-IO炭層以下) ∞2 4.2 4.8 0.6 
36 W ISB220 (S・108) ∞3 2.3 3.8 0.7 136 " 11 (S-IO炭層以下) ∞3 1.9 2.1 0.6 
37 H 11 (S・92) ∞3 5.7 7.8 1.41 145 " ISK135 (S・135黒灰色給) 018 3.9 6.1 0.9 
38 11 n (S-15) αト4 2.2 4.0 0.7 146 11 n (S-135黒灰色絵) 016 4.6 5.7 1.0 
39 11 11 (S-94) ∞l 2.2 3.4 0.7 147 11 n (S-135黒灰色枯) 017 4.3 5.3 1.0 
40 11 11 (S・15) ∞5 2.1 3.2 0.8 148 11 11 (S-135黒灰色絵) 015 5.5 6.1 0.71 
41 11 H (S-15) αl6 1.9 4.1 0.6 149 11 n (S-135灰色粘) ∞2 5.0 6.3 0.6 
42 11 " (S-92) ∞5 2.0 3.3 0.9 150 11 11 (S-135灰色粘) ∞l 5.3 5.9 1.0 
43 11 n (S-92) α)4 3.5 4.5 0.8 151 11 11 (S-135灰色粘) ∞3 5.1 7.0 0.9 
44 11 " (S・15) ∞l 3.1 3.1 0.9 186 11 11 (S-135) 034 6.3 8.0 0.7 
45 11 11 (S・40) ∞l 3.7 5.0 0.9 187 11 11 (S-135) ∞8 5.9 7.1 1.0 
51 11 ISB225 (S・70) ∞l 3.6 4.3 1.51 188 11 11 (S-135) ∞2 4.4 5.7 0.81 
52 11 11 (S-20) ∞l 4.1 5.1 1.31 189 11 11 (S-135) ∞3 6.0 7.4 0.9 
53 11 11 (S-70) ∞2 3.7 5.3 0.9 190 11 11 (S-135) ∞4 4.2 6.3 0.7 
61 H ISB230 (S-65) ∞6 4.8 4.9 0.6 191 " 11 (S-135) 017 4.0 5.5 1.0 
62 11 n (S-65) 010 3.8 5.0 0.6 192 H 11 (S-135) 035 3.8 4.7 0.6 
63 1/ 11 (S-65) ∞9 3.2 5.2 0.6 193 W 1/ (S-135) 036 4.5 5.1 0.6 
64 H " (S-65) ∞2 4.2 4.8 0.8 194 H 1/ (S-135) ∞l 4.6 4.7 1.2 
65 H 1/ (S-65) ∞7 4.8 6.9 0.6 195 H 11 (S-135) ∞5 4.5 5.6 0.8 
66 " W (S・65) ∞8 4.4 5.0 0.7 196 H 11 (S-135) 016 3.7 4.4 0.4 
67 11 n (S-65) 011 3.3 4.1 0.8 197 " " (S-135) 010 4.6 4.9 0.5 
68 1/ 11 (S-125) ∞1 3.2 3.5 1.01 198 1/ 1/ (S-135) ∞9 2.8 4.0 0.8 
69 1/ 11 (S-65) ∞l 2.2 1.9 0.8 199 11 W (S-135) 011 3.8 4.0 0.6 L_  

。
-
M
-
a











































































~ -46.400 

一一46，350

// 

/ 

フケ遺跡3次

仁

1 

---~ 
A ミ二R 一一
ミミ-，(トー二 -~ミこ

。c~
(j '" t=:fC'ダ

。

凡

w
b
h山

A
U
G
-

。z
，y 

Jο;送船。の

叫

cじf
可乞~ごエク

生グバ

日。
仁コ

れ
u

e

A

V

O

。
。。

。@ 

③

-

z
、
。
!

@
司
/
向
r

e

@

〈
。
u
o
o
e

島

町

-46，300 

。

次フケ遺跡1

〆

/ 
/ 

20m 

フケ遺跡2次

-$ム

O 10 
ニζ

d
o

。

¥ 

/ 
/ 

Q g 
@ 

'" 

く示、

;Jdv 
h 下。③

:⑥ 

。。

ハu
e
 

o

。。

も

O 

s 

。

。

。

¥¥¥¥  

九¥、¥¥¥

¥¥」¥¥¥

⑨ 

c当

O 

伝説

@Fh3J 

@ 

O 

。
O 

。。
。③

。

0 

0 

。

。
円

噂

働

@

。

@P  。

。

IO 
dJ，-" 0 cP 
o 0 

oo@ U 0'11 

"tP' 。

e 

o 

画悩
@ 

。

。
も

。。

。も

尾崎遺跡1次
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